
        
            
                
            
        

    
霧島マナの日記






第一部

○月×日

　今日もネルフ本部へ遊び……スパイに行った。

　最近は、IDカードも貰って出入り自由。

　シンジたちとお茶しながらダラダラと暇をつぶす。

　ジャンボチョコパフェをシンジと二人で食べさせっこしちゃった。

　隣にいたアスカさんはムスッとしていたけど気にしない。

　だって、私とシンジは恋人同士なんだもん。

　って、日記の中くらい、そう書いてもいいよね。

　諜報結果：お父さん、じゃなくて、ネルフ総司令の首筋にキスマークを発見。

　その形状・大きさから葛城三佐のものと思われる。


　以上



×月△日

　私は今、敵地に潜入中。

　ネルフの独立行政市とも言える第３で碇シンジの監視を続行中だ。

　なので、いつも一緒にいなければならない。

　朝の登校も一緒だし、お昼も一緒に食べてるし、帰りも一緒。

　本当は、一緒のベッドで寝たいけど、今はまだダメ。

　シンジとはまだキスまで。我慢しなくちゃ。

　そんなシンジとのすうぃーとらいふの邪魔をする天敵が私にはいる。

　綾波レイ。彼女だ。

　今日も一緒に帰ろうと思っていたのに、シンジは先に帰ってしまった。

　後で、電話したら、

「えっ、マナが先に綾波と一緒に帰ってて、って電話したじゃない」

　と言われてしまった。

　どうやら、またもや天敵が私の声色を使ったみたいだ。

　私と天敵は声質がうり二つ。

　彼女はこの手を今まで何回も使っている。

　もう、くやしいーというわけで、今度は私が天敵の声色でシンジに電話をかけた。

　なぜか、ネルフ総司令に説教された。

　２時間も正座させられながら。

　どうして？



△月〒日

　学校帰りに、戦自時代の友達だったケイタとムサシ・リー・ストラすはんばーぐ？

　と出会ってしまった。

　シンジと一緒だったから二人を紹介。

　二人から秘密の話があるというので、シンジと泣く泣く別れた。

　一緒にカニバーガーを食べに行くはずだったのに。

　ちょっと二人にムッときた。

　でも、別れ際、シンジが何度も私へ振り返ってくれたのがとってもうれしい。

　と、私のはっぴーな気分をぶち壊す話が二人の口から出た。

　なんでも、訓練が嫌になって二人は戦自を脱走してきたらしい。

　それだけならまだしも、私も一緒に付いてきて欲しいと。

　どうして、私が？　まさか、イヤらしいことを考えているんじゃ。

　私はバタンと勢いよく席を立ち上がって、

「ムサシ、ケイタ！　あなた達、ちょっとぐらい訓練が嫌になったからって逃げるの？そんな弱い人たちだったの？　見損なったわ」

　と言ったら、ムサシが、

「マナになんか言われたくないよ。なんだよ。その幸せそうな顔は？　さっきからチョコパフェやケーキやアイスをパクパク食べて。俺なんて、昨日はアンパンしか食べてないんだぞ」

　ムサシの言葉に私はハッとさせられてしまった。

　私は二人をおいて喫茶店から出ると、ダッシュで家に戻った。

　そして、服を全部脱ぎ、ヘルスメーターの上に乗った。

　第三に来る前と比べて、○kgも……

　とりあえず、夕ご飯は食べないでもう寝ます。



△月◆日

　昨夜、御殿場の方で巨大ロボットが大暴れしたとかなんとか怪獣映画のようなことがあったみたいだけど、今の私にとってそんな些細なことはどうでもいい。

　問題は、どうやって以前のベスト体重まで戻すか。それだけよ。

　とりあえず、ダイエットをしたけど、……お腹が空いて死にそうだった。

　だから、これは駄目。

　シンジにも心配かけちゃったし。

　今日、体育の授業で倒れてしまった。

　シンジにおんぶで保健室へ連れて行ってもらったのはうれしかったけど、反省。

　そんなこんなで放課後、シンジやアスカさんたちと一緒にネルフ本部へ行った。

　シンジたちはエヴァの訓練。

　私はスパイ仲間の加持さんと本部内のカフェでお茶しながらシンジたちを待っていた。

「加持さん、スイカは食べれられるくらい大きくなりましたか？」

「う〜ん、そうだな。まだまだというところか。まだ、マナちゃんのおっぱいくらいかな。いや、お腹くらいには育ったか」

「★♂□△◎」

「うっ、げほっ、」

　思いっきり加持さんへ顔面パンチを食らわせた。

　私はまだ胸が小さいけど、いくらなんでもお腹は酷すぎる。

　あんなセクハラ発言は許せない。

　でも、お腹の肉は指でつかめちゃうのよね。

　ぐすん。

　それから加持さんに聞いた話では、昨夜の騒ぎは戦自のトライデントとＪＡが格闘戦をしていたみたい。

　最後はエヴァ初号機がその二機を木っ端微塵にやっつけたらしいけど。

　綾波さん、さすがね。



△月♀日

　突然だった。

　私、霧島マナちゃんは戦自を首にされてしまいました。

　じ、えんど。天涯孤独の私は路頭に迷いました。

　スパイの報告書が間違いだらけだったそうです。

　ほわい？　なぜ？

　シンジの零号機も写真に撮って送ったのに。

　そんなわけで芦ノ湖の畔にある家からも追い出されてしまいました。

　なぜか湖の中からトライデントに乗って現れたムサシに逃避行を誘われたけど、目つきがイヤらしかったら速攻で断った。

　その後、夕暮れ時、途方に暮れた私が公園でブランコに乗っていたら、

「マナ、たい焼き食べない？」

　と言って、不意に現れたシンジが隣のブランコに座った。

　たい焼きはシッポの方まであんこが入っていて、いつの間にか、シンジが私の右手を握っていた。

「帰ろう。今夜はマナの大好きなカレーなんだ。豚肉と野菜がたくさん入っているから」

「シンジ、わたし……」

　シンジはニコッと微笑んで、私は何も言えなくなった。

　たい焼きの甘さの中に塩辛さが混ざってしまったけど、この美味しさを私はいつまでも心の中に留めておくだろう。

　シンジ、ありがとう。

　大好き。



△月◎日

　私は今、葛城さんの家でお世話になっている。

　と言っても、昨日から。

　昨夜は訓練でアスカさんがいなく、葛城さんとシンジと３人で過ごした。

　そして、今日の昼頃にアスカさんが帰ってきた。

　アスカさんは私を邪険にするわけでもなく、

「ミサトから聞いてるわ。あんたも大変ね」

　と言って、私がここにいることを認めてくれたようだった。

　今までが今までだから、まだアスカさんとはぎこちないけど、近いうちに仲良くなれそうな気がする。きっと夕食はすき焼きだった。

　アスカさんのリクエストで関西風。

　私は関東風の牛鍋が好きなんだけど、今はまだ我慢。

　そして、シンジがお風呂に入っている時だった。

　アスカさんに右手を引っ張られながら、部屋の中に連れ込まれた。

　顔を真っ赤にしながらアスカさんは、

「この家で一番えらいのはアタシよ。わかる？」

「……うん」

「この家のものは全部アタシのもの。全部よ、全部。だから、アンタは……」

「……？？」

「アタシのものには絶対に手を出さないでよ！」

　と大声で言うと、私を部屋から追い出してしまった。

　まさか、昨日、一つだけ残っていたプリンを食べちゃったのがバレたの？

　って、そんなことじゃないわよね。

　たぶん、きっと、……

　でも、これだけはアスカさんに譲れないわ。

　勝負よ。アスカさん。



△月μ日

　今日も放課後はシンジたちと一緒にネルフ本部へ遊びに行った。

　ホントだったら、シンジたちが訓練している間は、私は本部前の公園とかで時間をつぶしているんだけど、葛城さんが「見学してみない？」ということで管制室でみんなを見守っていた。

　えんとりーぷらぐ？　の中で、みんな目を瞑って集中している。

　ハーモニクスとかシンクロとか難しい言葉が飛び交う中、私の意識は一点に注がれていた。

　そう、お父さんに。ひげモジャだけどね。

　怖い顔で黙ってシンジたちをお父さんは見つめていた。

　でも、私は知っている。

　お父さんと葛城さんが時々、目を交わしあっていることを。

　二人はデキているのだ。

　両方とも独身だから問題ないけど、シンジと結婚したら、葛城さんがお母さんになるのだろうか。うーん、複雑。

　それはともかく、赤木博士に私はずっと睨まれていた。

　もう視線だけで人を殺せるんじゃないかってくらいに。

　私、赤木博士に何か悪いことをしたのかな？

　全然、覚えがない。

　困った。

　その後、訓練が終わってから、シンジの零号機を見せてもらった。

　何度見ても紫色の鬼にしか見えないわよね。

　角もあるし。



Φ月￥日

　それは私が朝のシャワーを浴び終わって、脱衣所に戻った時だった。

　ドアがバタッと開き、長い金色の髪が舞った。

「あ、ごめん。気づかなくって」

　と、アスカさんは謝った。

　けれど、アスカさんは出て行こうとせず、下着姿の私をまじまじと見ている。

「あ、あの。どうかした？」

「んー、あんたさ、初めて会った頃より、身体、丸くなった？」

「……っ☆○!!」

「っていうか、ちょっとは気をつけた方がいいんじゃない」

　と言って、哀れみの眼差しで私を見つめた後、ここを出て行った。

　わかってる。そんなことはわかっているわよ。

　ヘルスメーターは怖くてずっと乗っていなかったけど、鏡の中の姿を見ればわかる。

　でも、シンジが悪いの。

　だって、ごはんが美味しいんだもん。

　ここに来るまではコンビニ弁当ばかりだったから、シンジが私のために作ってくれる料理だと思うと、涙が出そうになるくらいうれしくって、美味しくって、残すなんてもったいなくて。

　せめて、ご飯は茶碗一杯だけにしようと決めた。決めました。

　そう思って、朝ご飯は少なくしたのに、

「あれ、マナ、どこか悪いの？　それとも、今日の朝食は美味しくない？」

　なんてシンジが言うだもん。

　だから、ご飯をお代わりしてしまった。

　この日、私は水泳部に入部した。



Φ月☆日

　今日、クラブ活動が終わって家に戻ると、シンジが夕ご飯の用意をしていた。

　アスカさんと葛城さんはまだ戻っていなく、私はキッチンでシンジの手伝いをした。

　なんとなくいい雰囲気。

　ちょっぴり新婚さん気分を味わいながら、お味噌汁の塩加減を見ていた時だった。

「マナ、水泳部に入ったんだよね」

　と、シンジが聞いてきた。私は味見をしていた皿を置くと、

「うん、そうだよ」

「……いいな。僕、泳げないから、水泳が上手な人に憧れているんだ」

「シンジ、泳げないの？」

「はは、情けないよね。中学２年生なのにさ」

「ううん、そんなことない。あっ、そうだ。シンジも一緒に水泳部へ入らない？」

「えっ!!」

「大丈夫。私が手取り足取り教えるよ。それに、私の水着姿も見放題だよ」

　そう私が言うと、シンジは顔を真っ赤にして、

「マナとは一緒に温泉に入ったことがあるから」

　と言った。アレは初めてのデートでのこと。そして、私たちのファーストキス。

　私とシンジはお互いに顔を真っ赤にしながら見つめ合った。くちびるが徐々に近づく。が、

「はーい、そこまで」

　と、葛城さんの声がかかった。

　ニヤニヤしながら葛城さんは私たちを見て、アスカさんはムスッと頬を膨らましていた。

　私とシンジはさっと離れると見つめ合い、そしてクスッと笑い合った。

　キスできなくて残念だったけど、今の暮らしはとっても楽しいと私は思った。



Φ月△日

　私は無職の中学生。保護者はいない。

　このまま葛城さんの好意に甘えていていいのかなと思っていた。

　そんな時、夕食を前にいただきますと言う寸前、葛城さんが、

「マナちゃん。我が家の家訓に『働かざるもの食うべからず』というのがあるの。シンジ君もアスカも一応、ネルフで働いている身分なのよね」

「……そうですよね。私もずっと気になっていました。明日、アルバイトを探します」

「うーん、そのことなんだけどね」

「……」

「マナちゃん。ネルフで働いてみない？」

「えっ、エヴァのパイロットですか？」

　と、私は目を輝かせたが、

「いや、そうじゃないわよ。まあ、中学生だから、奨学生っていう身分なんだけどね」

　一瞬、シンジたちと同じエヴァのパイロットになるのかとすっごく期待したんだけど。


「葛城さん、もしかして、戦自へスパイしろって言うんじゃ。私、嫌です。もう、あんな仕事したくありません」

「いや、誰もマナちゃんにスパイなんて期待してないから。これっぽっちも」

　と、とっても嫌そうな顔で葛城さんは言った。

　周りを見回すと、なぜかシンジとアスカさんがウンウンと肯いていた。

　それはともかく、私の得意なことなんてスパイ稼業と食べることくらいだし、いったい何なんだろう。

　う〜ん、謎ね。



Φ月⊃日

　戦自のスパイだったのはもう過去のこと。今の私はネルフの一員。

　と言っても、シンジたちみたいなチルドレンではない。

　エヴァの訓練や怪獣との戦いなどで忙しいチルドレンをサポートするのが私のお仕事。

　例えば、シンジたちが早退したり休んだりした時に授業のノートを取ったり。

　今までは、逆にシンジからノートを見せてもらっていたりしたから、けっこう大変。

　でも、おかげで勉強がよくわかるようになった。

　今日も、シンジたちがネルフ本部で訓練している間に、ウチで家事をしていた。

　掃除、洗濯に、お夕食の準備とまるでシンジの奥さんみたい。てへっ☆

　ところで、シンジはブリーフ派なのよね。

　……う〜ん、なんだか頬が火照ってきちゃった。

　と、まあ、そんなわけで、みんなが帰ってきてから遅い夕食をとっている時だった。

「マナちゃん、明日、ネルフの仕事で学校を休むことになるけど、いい？」

　と、葛城さんが訊いてきた。

　私はお味噌汁の塩加減を間違えたかなと考え事をしていたので、まぬけな声で

「ほへっ？　明日ですか？　……もしかして、使徒が来たんですか？」

「うーん、ちょっち違うかな。だいたい使徒が来たら、こんな風にのんきにご飯なんて食べてらんないわよ。で、実はね。マナちゃん、トライデントって覚えている？」

「……あっ、あー。はい、もちろん覚えてますけど」

　本当はすっかり忘れていたけど、ムサシの乗ったトライデントがまだ逃亡中だったのを思い出した。

「でも、最近、ニュースであまり聞きませんね。もう１ヶ月くらい前でしたっけ？」

「正確には３６日前よ。そのトライデント、今は沖ノ鳥島付近で遭難しているのよね。で、私たちネルフがエヴァで助けに行くというわけ。マナちゃんにもちょっち手伝ってもらいたいのよ」

　その瞬間、私の灰色の頭脳はもう回転を始めた。水着は何にしよう。お弁当も作った方がいいかな。

　なんたって、明日はシンジと南の島で海水浴だもんね。



Φ月Å日

　横須賀から一昼夜かけて、私は今、大海原の上にいる。

　空母オーバーザレインボウの甲板は広く、その真ん中にエヴァが横たわっている。

　青いエヴァが。

「どうして、あなたがいるの？」

　もう何度目かわからないほど、この問いかけを私は綾波さんにされていた。

　そんなこと、私の方が言いたいくらい。どうして、シンジじゃなく綾波さんなの？

　南の島でのロマンスはどこ？

　と、そんなことより私はもっと緊急事態に陥っていた。

「……うぷっ、」

「マナちゃん、大丈夫？」

「……ちょっとは慣れたけど、まだ少し……」

「あんまし揺れていないんだけどねえ。体質かしら」

　と葛城さんは言うけど、私は船酔いで大変な状態だった。

　シンジもいないし、もう帰りたい。

　だいたい、ムサシがいるところまでヘリで来ればよかったのよ。

　でも、シンジとずっと一緒だと思ったから来ちゃったのよね。ぐすん。ところで、今どこだろうと思って、私は葛城さんに訊いてみた。

「あの、まだ沖ノ鳥島には着かないんですか？」

「あー、もう着いたわよ」

「えっ、どこ？」

「だから、この真下。セカンドインパクトで海面が上昇したでしょ。で、海の中に沈んじゃったのよね」

　ちなみに、ムサシのトライデントは抵抗することもなくエヴァに捉えられた。

　私は出番無し。こんなことなら、シンジとデートしてればよかったよぅ。



12月25日

　今日はクリスマス。

　昨日はクリスマス・イヴ。

　でも、私は今、ひとりでマンションの部屋にいる。

　シンジや葛城さん、アスカさんは昨日からネルフ本部へ行っていて、まだ戻ってこない。

　葛城さんからの電話では何かトラブルが起こったということで、帰れないとのこと。

　事情を聞くために昔のスパイ仲間である加持さんへ電話したら、MAGIが乗っ取られたのどうのと、とても慌ただしかった。

　仕方がないから、私はダイニングのテーブルを前にずっと座っていた。

「お母さん、」

　気づいたら、そう呟いていた。

　母が元気だった頃のことをふと思い出した。

　私は母子家庭の一人っ子で、いつも仕事から帰ってくる母を一人で待っていた。

　それはクリスマスイヴの日も同じで、夜遅くまで待つのは毎年のことだった。

　なんとなく、今の私はその時の気持ちと同じ。

　クスッと、私は小さく笑った。

　そんな気持ちになるなんて、みんなが家族になったということなのかなと思った。

　なんだか心が温かくなるような。

　と、その時、ピンポーンとチャイムが鳴った。

　もう昼下がり。

　シンジたちが帰って来たと思って、私はスリッパの音を立てながら玄関へ向かった。

「綾波さん、」

「……」

　玄関の前に立っていたのは綾波さん。




　あまりにも意外な人が来たことに、私は放心状態になっていた。

「どうしたの？」

「あっ、ううん。綾波さん、いらっしゃい。さあ、入って」

　と言ったら、綾波さんは私に右手を向けた。

「これ、」

「クリスマスケーキ？」

「そうらしいわね」

「どうして？」

「クリスマスにはケーキを食べるんでしょ？」

「うん、」

「なら、問題無いわ」

　綾波さんがケーキを買ってきてくれたことに、私はとってもうれしくなって、

「あ、ありがとう」

「……いい、安かったから。半額だもの」

　その答えにはちょっとずっこけちゃったけど、やっぱりすっごくうれしかった。

　それから綾波さんとふたりでシンジたちを待っていたけど、気まずさはなくて、ぽつぽつと話しをしたりした。



「みんな、遅いね」

「そうね。でも、すぐに帰るから、私にここで待っているようにと葛城三佐は言っていたわ」

「ねえ、綾波さん」

「……なに？」

「綾波さんはシンジのことが好きなの？」

「碇君は私が守るべき人。司令にも頼まれたもの」

「えーと、なにを？」

「碇君とこれから一生ずっと一緒にいるようにって。孫の顔も見たいと言っていたわ」

「……」

　あの髭は何を言っているの、と私は頬をピクピクさせていた。

「あ、綾波さん。それって、命令ってこと？」

「命令？　そう、そうかもしれない。でも、碇君と一緒にいたいのは私の気持ち」

　と言って、綾波さんは頬を薄く染めた。

　その恋する少女のような表情に、私は見惚れるのと同時にとっても焦った。

　もし、この調子で綾波さんがせまったら、シンジはくらくらっとなっちゃうかもと。

　と、その時、

「ただいま〜」

　と、玄関から声が聞こえた。

　この声はアスカさん。すぐに、そっちの方から足音が聞こえて、リビングで炬燵に入っている私たちへアスカさんは顔を出した。

「あら、ファースト。もう来てたの？」

「……お邪魔してるわ」



　アスカさんと綾波さんは暫しにらみ合うようにしていて、私はハラハラしていた。

　しかし、アスカさんはすぐに笑顔を戻すと、

「まあ、いいわ。今日はクリスマスだもんね。アンタとも今日くらいは仲良くしてあげるわ。で、ハイ。ケーキ、買ってきたわよ」

「えっ、！」

　アスカさんは炬燵の上にケーキを置いた。それも特大のフルーツケーキ。

　ちなみに、綾波さんが買ってきたのはチョコレートケーキだ。

「帰りにケーキ屋さんの前を通ったら、バーゲンセールをしていたのよ」

　と言ってアスカさんは微笑むけど、私はちょっと悩んでいた。

　でも、今日は綾波さんもいるし、何とかなるかなとも思っていた。

　そして、炬燵に入って顔を合わせている私たち３人娘。

　やっぱり空気は和やかで、蜜柑を食べていたりしていた。

　さっきの綾波さんのこともあり、私はアスカさんに本当の気持ちを訊いてみたくなった。

「アスカさん、」

「あによ？」

　と、蜜柑で口をモグモグさせながらアスカさんは私を見る。

「アスカさんはシンジのことが好きなの？」

「ぶっ、」

　アスカさんは驚き、吹き出してしまった。

　おかげで私の顔には蜜柑の粒がいっぱい。

　でも、アスカさんはそんなことに気づく余裕もなく、



「あ、あ、アタシがバカシンジなんて好きなわけないじゃない」

「碇君は馬鹿じゃないわ」

　と、すかさず綾波さんが口を挟む。

「バカよ。それも大バカ。あんなバカ、アタシが好きになるわけ無いじゃない」

「碇君は馬鹿じゃないわ」

「バカって言ってるでしょ」

「アスカさん、綾波さん、ケンカは止めましょう。今日はクリスマスなんだから」

「そうね、」

「……」

　一瞬、険悪な空気になりかけたけど、それはすぐ元に戻り、でも私はもう一度きいた。

「じゃあ、アスカさんはシンジのことが好きじゃないんだ？」

「そうよ。あったり前じゃない」

「……」

「でも、シンジはアタシのものよ。シンジは私の下僕。だから、誰にも渡さないんだから。いい、アンタたちもそこんとこ、よーく肝に銘じておきなさい」

「いや、」

　と、綾波さんが間髪入れずに答えた。

「碇君と一緒にいるのは私。あなたじゃないわ」

「なんですって！」



　それから綾波さんとアスカさんの口論が始まり、でも、それはけして険悪なものでなかった。

　なんだか、普通の女の子同士が好きな男の子のことで争っているような。

　って、私たちは普通の女の子だよね。

　だけど、シンジって、意外にもてるのね。それも美人に。

　私もちょっとは可愛い方かなと思っているけど、アスカさんたちはアイドル並みだもんね。

　負けちゃいそう。

　でも、頑張る。一応、私がシンジの彼女だもん。

　……そう思って、いいんだよね。

　ちょっぴり私の胸が苦しくなって、両手で胸の谷間を押さえた時、

「たっだいまー」

　と、元気な葛城さんの声が玄関の方から聞こえた。

　そして、葛城さんはリビングに現れて、

「マナちゃん、ひとりで留守番させてゴメンねー。お詫びにハイ、ケーキよ」

　と言って、炬燵の上にこれも特大のケーキ箱を置いた。

　二人の言い争いも止まり、私とアスカさんは無言で目線を交わしあった。

　その後、炬燵に入って顔を向けあっている私たち３人娘＋１お姉さん。

　炬燵の上には３つのケーキ箱が並んでいる。

「ミサト。どうすんのよ？　これ？」

「だって、仕方ないじゃない。安かったんだから。半額よ、半額」

「……私も半額で買ったわ」

　リビングに嫌な沈黙が流れ、それに耐えられなくなった私は、



「葛城さん、シンジはまだなんですか？」

「あ、うん。シンちゃんは料理の準備をするから、スーパーに寄って行くって」

「……ハッ、ミサト！　シンジに今すぐ電話！」

「アスカ、どうしたのよ？」

「いいから電話よ！」

「だから、どうして？」

「シンジのことだから、絶対ケーキを買ってくるわよ」

「あっ、まずいわ」

　と言って、葛城さんがケータイをバックから取り出した時、

「ただいま」

　と、シンジの声が玄関から聞こえた。

　嫌な汗を額に浮かべて見つめ合う私たち。

　そして、

「みんな、待たせて、ごめん。すぐに料理を作るから」

　と言いながら、シンジがリビングに現れた。

　シンジは顔をニコニコさせながら二つの箱を持った両手を上げて、

「クリスマスケーキを買ってきたよ。昨日、マナには寂しい思いをさせちゃったからお詫びに大好物のチーズケーキも買ってきたよ」

　私はうれしさとちょこっとだけ困惑の混ざった涙を目に溜めていた。

　その後、クリスマスパーティーが開かれて、ローストチキンなどクリスマスならではの料理をたくさん食べた。

　そして、私たちの前には一人一個のクリスマスケーキが……

　美味しかったけど、もうしばらくはケーキを見たくもないような。

　あと、ヘルスメーターも見たくないよー。



12月ν日

　年末の忙しいような気分の時に、シンジのお父さん、ネルフ総司令に呼ばれた。

　シンジとスーパーへ買い物に行こうとしていたのに。ぶぅー。そんなわけで、ピラミッドのような本部の最上階へ私は行った。

　どう見ても悪趣味なインテリアの部屋で、私とお父さんとあまりよく知らないお爺ちゃん（副司令らしい）が向かい合っていた。

　長い長い沈黙の後、お父さんが口もとで両手を組みながら、

「ストラスバーグ君は、ネルフで預かることになった」

「…………？」

「向こうも表沙汰にはしたくないらしい」

「…………あ、あー」

　と声を出して、私はポンと掌を叩いた。

　ストラスバーグと言うから一瞬、誰だかわからなかった。

　っていうか、今まですっかり忘れていた。ごめん、ムサシ。

「暫くしたら、君達と同じように生活できるだろう」

「でも、どうして、そこまでしてくれるんですか？　私だって元スパイなのに」

「人類補完計画。君もスパイとしてネルフを内偵していたのだ。知っているだろう」

「…………？」

「私はユイの理想を実現させたかった。また、それが再び会うための手段でもあった」

「…………？」

「だが、しかし、それも儚い希望に過ぎなかった。実現不可能な夢だったのだ」

「…………？」

「今は、ただ、シンジの未来を守るのみだ。そこで君に戦自との橋渡し役を頼みたい」

「戦自ですか？」

「そうだ。君には表の顔となって、世論を誘導してほしい」

　ここで、お爺さんが口を開いた。



「具体的には、君に広報活動をしてもらいたいのだよ。戦自とネルフの友好関係の証として、君が戦自からネルフへ交換奨学生として活躍しているとね」

「はぁ、」

「委員会とはこれからも化かし合いは続くだろうが、国連上層部へも既に手は打ってある。山岸博士のネルフ派遣は、その第一歩だよ」

「……はぁ」

「私もユイ君の夢を見てみたかったが、無理なものは仕方がない」

「……？」

「人類補完計画は必ず防いでみせよう」

「……？　あのー、少しいいですか？」

　どうしてもわからないことを聞いてみようと、私は声を出した。

「人類保管計画って、何ですか？」

「「なにっ！」」

　お父さんとお爺さんは驚いたように大声を出した。

　濃いサングラスの奥にある目がギョッとしたように大きく見開いたような気がする。

「君は知らないのか？」

「ええ、」

「加持一尉とも懇意なのだろう？」

「はあ、少しは。でも、人類保管計画なんて、いま初めて聞きました」

「「……」」

　お父さんたちは暫く絶句していた後、二人で何やらひそひそ話を始めた。

　そして、見た目には冷静に、でも額には汗の珠を浮かばせながら、



「今の話は無しだ」

「へっ、？」

「私は何も話していない。君も何も聞いていない」

「えっ、ええっ!?　あ、あの、じゃあ、ムサシは？」

「それは話した」

　私はピーンと来た。

　たぶん、お父さんたちは超重要機密を私に話してしまったのだ。

　だったら、私にも考えがある。私はポツリ呟くように、

「……綾波さん、」

「ん、レイがどうした？」

「変なことを綾波さんに吹き込むのは止めてください。孫の顔が見たいとか」

「うっ、」

　お父さんは顔を真っ赤にして、隣に立っているお爺さんは笑い出しそうになるのを必死にこらえていた。

「別に綾波さんへどうこうというわけじゃなく、とにかくよけいな命令はしないでください。綾波さん、純粋だから、本当にしてしまうかも」

「……わかった。善処しよう」

「絶対ですよ」

「……うむ、」

　私はちょっとだけ頬を緩めた。

　これで少なくとも綾波さんとは対等の立場よね。

　人類保管計画がなんだかよくわからなかったけど、戦自や国連の方ともネルフはこれから仲良くなるようだし、ムサシもほとんどお咎め無いようだし、ばっちぐーね。

　もうすぐお正月。

　平和なんだし、みんなで温泉とかに行きたいなぁ。



12月31日

　今日は大晦日。一年で最後の日。そして、明日は新しい一年の始まり。

　思えば、今年はいろいろなことがあった。

　シンジと出会ったし、この家で新しい家族が出来たし、本当に幸せだった。

　……戦自は首になっちゃったけどね。

　でも、やっぱり今年はいい一年だったと思う。

　そんなことを考えながら、みんなで家の中を大掃除して、その後、コタツに入って私たち女の子３人？　はおしゃべりをしていた。

　ちなみに、今の日本に冬はないけど、お正月の気分を出すためにコタツを使うとミサトさん（まだちょっとこの呼び方は照れるなぁ）は言っていた。

　シンジがスーパーで年越しのお買い物へ行っていて、今は私たちだけ。

　拳くらいの大きさの温州ミカンを食べながらアスカが言葉を出した。

「シンジって、自分の部屋が無いのをよく我慢してるわねぇ」

　そう、私は以前シンジが使っていた部屋を自室にしている。

　他に空き部屋がないシンジはリビングに布団を敷いて、毎夜、眠っていた。

「私の部屋はシンジと一緒でいいのに」

　と、私はボソッと言った。

　すると、アスカがギロッと私に睨みをきかせて、

「アンタ、バカぁ？　男女５歳にして同衾せずというでしょ。そんなの絶対に駄目」

「う〜、」

「だけど、ホント、シンちゃんはアレをどうしているのかなぁ？」

　と、ミサトさんはミカンを口の中いっぱいに頬張りながら言った。

　私とアスカは何のことなのかちっともわからなくてキョトンとしていた。



「アレって、何ですか？」

　と私が訊くと、ミサトさんはニヤッといやらしい笑いを浮かべて、

「そりゃあ、アレと言えばアレよ」

　と言って、何かを掴むように右手を握って縦に振り始めた。

　その瞬間、私は何のことか理解した。

　向かい側に座っているアスカもわかったのか、顔中を真っ赤にしていた。

　たぶん、私の顔も桃色に染まっているだろう。

「ミ、ミサト。何バカなこと言ってんのよ」

「でも、アスカ。疑問に思わない？　いったい、いつどこでしているのか。中学生なんて、そりゃあ、ヤりたい盛りのはずよ」

「ミサト、不潔」

「なあに言ってんのよ。アスカだって、もう少しすれば経験するのよ。もしかすると、大好きになっちゃうかもよ」

「アタシは！　そんな汚らしい大人になんかならないわよ！」

　と、アスカは大声を出した。

　私は恥ずかしさで何も話せずに、ただ黙って二人のやり取りを聞くだけだった。

「まあ、まあ、アスカ。そんな興奮しないで。話を元に戻すけど、シンちゃんは毎日、悶々としているはずよ。なんたって、この家には二人の美少女と、このナイスバディで絶世の美女である私が住んでいるんですもの」

　と私たちへ見せつけるように、ミサトさんは大きな胸を反らした。

　私とアスカはそれを唖然としながら見ていたけど、

「でも、シンジはそんなにエッチじゃないと思います」

　と、私は小さく反論した。



「そうかなぁ。シンジ君って、けっこうエッチだと思うなぁ。それに、」

　とミサトさんは言いかけて、私をいやらしい目で見つめた。

「最近、マナちゃんは露出が激しいから」

「……！」

「前なんて、お風呂から上がった時は、ちゃんと服を着ていたのに、今じゃ、バスタオルを巻いただけで出てくるんだもんねぇ。下着姿の時もたまにあるし」

　その言葉に私は頬をトマトのように赤くさせた。

　確かに、ここへ来たばかりの私はもう緊張の連続だった。

　大好きなシンジに恥ずかしいところを見られたくなくて、いっつも気を遣っていた。

　お風呂から出る時は浴室をチェックしていたし、トイレの時も入念に。

　それが今では……

　このままなら、シンジの前でオナラもするようになるかも。

　私はもう恥ずかしくて俯いてしまった。

「まあ、マナちゃんだけでなく私もアスカもけっこう家の中じゃ無防備だから、シンちゃんも目のやり場に困ることが多いと思うの。だから、おかずには不自由しないどころか、栄養過多で外に出さないと体が持たないんじゃないのかなあ」

　この場はミサトさんの独演会場と化して、私とアスカは黙っているしかなかった。

「きっと、シンちゃんも不自由しているはずよ。こうなったら、もう、お姉さんが協力してあげるしかないかな。えへへ」

「だ、ダメよ！　ミサト！」

　と、アスカが大声を出した。



「んー、何が駄目なのかなあ？　アスカ」

「だから、この家でそうゆう淫らなことは、と、とにかくダメなのよ」

「じゃあ、アスカがやってみる？　別に、私は辞退してもいいのよん」

「えっ、あ、アタシはまだ、その、心の準備というか、……ダメっ！」

　と言うと、アスカは真っ赤な顔を俯かせた。

　私はずっと黙っていたけど、やっぱりシンジの恋人ならそういうこともちゃんとしなきゃならないと思い、

「あ、あのー、私がします」

「えっ、マナちゃんが立候補するの？　じゃあ、マナちゃんにお願いしようかしら」

「ダメよ。ダメダメ、ぜーったいにダメよ！」

「私はかまいません」

「ダメって言ってるでしょ。そんなことアタシが許さないわよ」

「どうしてダメなんですか？　私はかまわないと言っているんですけど」

「アンタがよくても、アタシがダメと言っているのよ」

「だから、どうして？」

「どうしてもよっ!!」

　アスカと口論になり、私は周りがすっかり見えなくなっていた。

「アスカはいったいシンジのなんなの？　いい加減、はっきりさせてください」

「あら、それは私も知りたいわ」

「え、あっ、」

　アスカは一瞬にして動揺へ顔色を変えた。

「その、アタシは、……、えっと、だから……」

「だから、何なんですか？」

「みんな、年越しそばを買ってきたよー」



　その声に私たち３人は瞬時に振り返った。

　シンジがスーパーの買い物袋を両手に持って立っている。

　私は爆発しそうなくらいに頬を赤く染めた。

　アスカも恥ずかしいのかさっと立ち上がると、自室へ駆け込んで行った。

　そして、ミサトさんはお腹を抱えて大爆笑を始めていた。

　そんな中、シンジはわけがわからないのかキョトンと首を傾げていた。

　しばらくして、私は小さな声で、

「ねえ、シンジ」

「ん、なに？」

「あ、あのね。シンジは自分の部屋がほしくないの？　私、シンジの部屋をもらっちゃったじゃない。だから、……」

「あー、それなら気にしなくてもいいよ。僕、けっこう、このリビングで寝ることが気に入っているから」

「そうなの？」

「うん。なんか、ここで寝ていると、楽しいんだ。たぶん、ここに来る前は、ずっと離れの部屋に一人でいたからかも。でも、今はみんなと一緒だから」

　そう言うと、シンジは照れるように俯いた。

　いつの間にか、ミサトさんはシンジの横に立って、

「シンちゃんはウチの子だもんねー」

　と言って、シンジの頭を軽く撫でていた。

　そんな二人の様子に私はなんだか心が温かくなって、この家に来て本当によかったと胸の中で呟いていた。

　とてもいろんなことがあった今年もあと少し。

　来年もみんなと仲良く暮らしていきたいと、そう私は思った。

　そして、来年こそはシンジとちゃんと恋人同士になれますように。

　って、きゃー、まだ、中学生の私たちには早いかも。

　でも、シンジが望むなら。……あー、やっぱり、ダメーかも。

　……だけど、いつかきっと



１月Δ日

　お正月にはおせちやお雑煮やあんこ餅とかをたくさん食べちゃった。

　体重？　ti、ti、ti、今の私は大丈夫。水泳少女マナちゃんにはね。

　そんなわけで、冬休みの間はよくネルフ本部のプールへシンジと泳ぎに行っていた。

　……アスカや綾波さんも一緒だけどね。

　ここ何回かの練習で、シンジはようやく顔を水につけられるようになった。今はまだ私の手を掴んでいないと、水に身体を浮かすことが出来ないけど、もう少しすれば一人でも泳ぐことが出来るようになるだろう。それはうれしいけど、ちょっとだけ寂しいような。

　シンジとみんなの前で触れ合えなくなっちゃうなぁ。と思っていたところで、

「はいはい、マナ。シンジの手を離して」

　と、アスカが言ってきた。

　私の手を掴みながらバタ足の練習をしていたシンジは不安そうな目で私を見る。

「まだ、シンジには早いよ」

「あんたがそうやって甘やかすから、泳げないままなのよ」

　と言って、アスカは私とシンジの繋がっている手を空手チョップしてきた。

　案の定、シンジは藻掻きながら水の中に沈んでいき、

「シンジー！　大丈夫!?」

　と叫びながら、私はシンジを担ぎ上げ、プールサイドへ横たえた。

　私は仁王立ちになって、アスカへ向かい合うと、

「何するんですか？　シンジはまだ泳げないんですよ」

「ごめん。ごめん。アタシが悪かったわ。だけど、ん？　……アンタ、身体に筋肉つけすぎじゃない？」

　私はハッとして自分の身体を見つめた。体重はベストくらいだけど、なんだか、その、TVで見る競泳選手体型？　ええーーっ!!　私、もうダメかもしんない。ぐすん



１月ф日

　時々、戦自時代の夢を見る。

　昨夜も見た。

　内臓を痛めつけるほど苦しいトライデントの操縦訓練。

　倒れたことは一度や二度ではなかった。でも、仲間がいたから私は生きてこれたんだと思う。


　それはともかく、今日はヒカリちゃんと一緒に図書館で勉強をした。

　と言っても、ほとんど冬休みの宿題を写させてもらっていたんだけどね。

　それが終わってから、マクド（最近、この呼び名が気に入ってまーす）でちょっとおしゃべりした。

　いつになくヒカリちゃんは話をたくさんしていて、私はマックシェイク（チョコ）を飲みながらそれを聞いていた。と、そんな時に、急にヒカリちゃんは声を顰めて、

「マナちゃんは、……キスしたことある？」

　私はあまりのことにシェイクを気管支の方へ入れてしまい、むせてしまった。

「ゲホッ、ゲホ。急に、なに言い出すのよ？」

「大丈夫？　……ただ、霧島さんは経験あるのかなって」

「私、一度だけあるよ」

「それって、相手は碇君よね？」

「……うん」

「そうなんだ。やっぱり」

「ねえ？　こんなこと聞くなんて、もしかしてそーいうことになりそうなの？　相手、だれ？」

　ヒカリちゃんは頬をさくらんぼのように染めると、ふふふっと笑って、ごまかした。

　そんな笑顔がとってもかわいい彼女は、私の一番の友達です。



１月≧日

　今日から３学期。

　３年生までの短い間だけど、がんばろう。

　と思って、ちょっとだけ早く登校したら、廊下でヒカリちゃんにバッタリあった。

　隣には知らない制服を着た女の子がいて、私が興味深そうに見つめていたら

「あっ、マナちゃん、紹介するね。今日からクラスメイトになる山岸マユミさんよ」

「山岸マユミです。よろしくお願いします」

　と、その子は小さなか細い声で挨拶してきた。

　私は笑顔を作って、

「私、霧島マナ。マナって、呼んでね」

　と言ってから、握手しようと右手を出した。

　山岸さんは眼鏡の奥にある黒い瞳で私の右手を見つめていたけど、小さく頭を下げて歩き出してしまった。

　ヒカリちゃんと私はちょっと困ったような笑いを浮かべてから、彼女の後を追い掛けた。

　私も転校してきた時はかなり緊張したことを思い出したりもした。

　あの時はスパイという任務でもあったし、シンジに嫌われたらどうしようとか考えていたのよね。

　でも、結果オーライだったかな。

　それにしても山岸さんの長い黒髪はきれい。

　私なんか茶色い癖っ毛だから、よけいに憧れてしまう。

　シンジなんて、授業中に山岸さんを眺めていることが多いし、そりゃあ転校生だから気になるのはわかるけど、ちょっとは私の気持ちも考えてほしいな。ぷんぷんそういえば、山岸さんって、ベージュのサマー・ベストを着ているのよね。

　けっこう暑いのに。あれって、やっぱり下着が透けて見えないようにということなのかな。

　私なんかもう慣れちゃったのに、山岸さんって恥ずかしがり屋さんなのね。

　山岸？　どこかで聞いたことがあるような。まあ、いいや。



Δ月Ψ日

　最近、気になる人がいる。その人は、山岸マユミちゃん。

　友達がほとんどいないマユミちゃんが、シンジとだけは少し仲がいいことに嫉妬を感じることもあるのだろうけど、それとは別にやっぱり気になってしまう。マユミちゃんは本が好きみたい。教室ではいつも本を読んでいるし、よく図書室へ行くのを見かける。

　今日の放課後にもマユミちゃんが図書室へ入っていくのを見かけた私は、偶然を装って、彼女の向かい側の席に腰を下ろした。私たちは言葉を交わすこともなく、でも、マユミちゃんは私のことが気になっているのかチラチラと盗み見していた。

「ねえ。その本、おもしろい？」

　思い切って声をかけた私を、マユミちゃんは困惑の浮かんだ目で見る。

　私はニコッと微笑んだが、マユミちゃんは黙って本へ目を戻した。

　その後、会話を交わすこともなく、人気の少ない図書室は夕陽の朱に染まっていった。

　不意に小さな声が聞こえた。

「どうして、私にかまうんですか？」

「えっ、どうしてって。うーん、やっぱり、友達になりたいからかな」

　ちょっと照れ笑いを浮かべながら答えた私をマユミちゃんは驚いたよう表情で見ていた。

　けれど、マユミちゃんはすぐに俯いてしまった。そして、

「霧島さんは私のことを何も知らないから。……私の友達は本だけでいい」

「どうして？　私のこと、嫌い？」

　それからマユミちゃんはずっと黙っていたけど、とてもとても小さな声で、

「霧島さんは人を殺したことありますか？」

　と言うと、図書室を出て行った。

　私はマユミちゃんの言葉を頭の中で繰り返しながら、ずっと席に座り続けていた。



Δ月δ日

　今日は水泳部の練習がお休みで、シンジたちの訓練もなかった。

　なので、みんな一緒に学校から帰ることになった。

　みんなというのは私とシンジにアスカ、綾波さんとヒカリちゃんの５人。

　鈴原君と相田君はゲームセンターに行くとか言って、先に帰ってしまった。

　ちなみに、このメンバーが一緒になることは多い。

　学校を出る時は、まあ、ちょっと注目を浴びてしまう。

　やっぱり、その、アスカや綾波さんという美少女がいるし、私とヒカリちゃんもちょっとは目立つ方だと思うから。

　でも、この私たちをシンジ・ハーレムと呼ぶ人たちもいるみたい。

　そりゃあ、男の子はシンジだけだけど、ホント失礼しちゃうよね。

　一度、そう言われた時は文句を言ってやったけど、そういう声は消えないみたい。

　なーんか落ち込んじゃうな。

　それはともかく、私たち５人は途中でマクドによって、おしゃべりしてた。

　シンジはちょっと会話に入れなくて、居心地が悪そうだったけど、そりゃあ、まあね。

　で、今夜の夕ご飯は何にしようって話になって、

「ねえ、シンジ。今夜は餃子にしない？　もち、ニンニクたっぷりの手作り餃子よ」

「……餃子。私も食べに行っていい？」

　と、綾波さんがチョコレートシェイクを飲んでたストローからくちびるを離した。

　シンジが驚いたような目で、

「餃子には肉が入っているけど、いいの？」

「……肉は嫌い。でも、餃子は好き。それにニンニクも入っているもの」

　ニンニク臭い息をする綾波さんなんて想像したら、なんだか可笑しくなって私は笑ってしまった。でも、前よりもずっと綾波さんが身近に感じられた。

　で、やっぱり、夕ご飯を食べた後、みんなニンニクの臭いが凄くて、明日、学校で大変だろうなあと思ったけど、また可笑しくなって、寝るまで私は笑っていた。



Δ月Σ日

　夕食後、みんなでニュースをぼんやりと見ていたら大学センター試験のことが流れていた。

　今はまだ大学試験のことなんて実感はないけど、高校受験のことはなんとなく肌身に感じるようになってきた。私の成績は悪い方じゃないけど、良いという方でもない。

　みんなと同じ高校へ行けるかどうかちょっと不安。と、その時、ミサトさんが、

「センター試験なんて懐かしいわねぇ」

　と呟いた。すかさずアスカが、

「ミサト、大学なんて出ていたの？」

「あら、失礼しちゃうわ。私、これでも第２東京大学を出てんのよ。東・京・大・学をね」

「えっ」「えっ！」「ええっ、」

「リツコの１っこ下なのがしゃくなのよね。先輩風をいつも吹かされるし」

「……」

「まあ、ついで言うと加持は２こ上よ」

「しんじらんない」

　私が呆然とそう呟くと、ミサトさんはちょっと怒り顔で

「ナニよ、アンタたち。私はね、英語の教員免許も持っていんのよ。ドイツ語もペラペラだし」

「……確かに」

　と、アスカが頷いた。ミサトさんは続けて口を開きかけたけど、ちょっと憂鬱顔になって、

「で、再来週の日曜なんだけど、大学の友達の結婚式に行って来るから、アンタたち、よろしくね」

「結婚式ですか？」

「そうなのよ。みんな、３０前で駆け込み結婚しちゃって、……裏切り者」

　ボソッとミサトさんは呟いた。

　それにしてもミサトさんの知られざる一面がかいま見れて、なんというかビックリしちゃった。



Δ月Θ日

　いつものようにシンジたちはネルフ本部で訓練。

　私はというとクラブ活動が終わってから、夕食の用意を買いにスーパーへ寄った。

　シンジたちが帰ってくるのは９時頃だけど、そんなに余裕はなく、急いで店内を回った。

「……？」

　知っている女の子の姿がふと目に留まった。

　ヒカリちゃんだ。

　すっごく真剣な眼差しで見ているのはチョコレートの山。

　なんだか声を掛けづらくて、ちょっとヒカリちゃんの後ろ姿を見つめていたけど、不意に彼女が周囲へ視線を回し、私と目が合ってしまった。

「……」

「……」

　私は思わず困ったような笑みを浮かべ、ヒカリちゃんは顔を真っ赤にして俯いた。

　１０秒か２０秒ほどそのままで、それから私は彼女の方へ歩み寄り、

「もうすぐバレンタインデーだね」

「……うん、」

「チョコレート選んでたんだ？」

「ううん。違うの。私、料理を作っていて、ちょっと買い忘れた物を思い出して、だから……」

　恥ずかしそうに俯いていた顔が上がり、ヒカリちゃんは早口でしゃべった。

　でも、途中で言葉は止まってしまい、

「……」

「このチョコレート、美味しそう」

　私は彼女の横へ行くと、チョコレートを一つ手に取った。



　それは一口大のチョコレートが箱に詰まったもので、口の中で溶けそうな感じだった。

「そうでしょ。私もこれがいいかなって」

　一瞬にして、ヒカリちゃんの口もとに笑みが浮かんで、私も一緒に微笑んだ。

「ねえ。マナちゃんは碇君にあげるの？」

「うん。あげるよ。そのために私、お小遣いを貯めているんだ」

「手作りじゃないの？」

「私、お菓子とか上手に作れないから。それに私だったら美味しいチョコレートをもらった方がうれしいから」

「でも、男の子は手作りの方が喜ぶんじゃないかな？」

　と、ヒカリちゃんは言った。

　やっぱりシンジもそうなのかな？

　でも、手作りと言っても型にチョコを流し込むだけだし、それだったら私は美味しいチョコの方がいいけどなぁ。

「う〜ん、手作りは来年にしようかな。ねえ、ヒカリちゃんは誰かにあげるの？」

「えっ！　わ、私はそんな人いないし」

「え〜、あんなに真剣にチョコを見ていたのに？」

「だ、だから、それは……、バレンタインデーに告白なんて恥ずかしくてできないもん」

　ヒカリちゃんの性格ならやっぱりそうよね、と私は思った。

「バレンタインデーって、やっぱり恋人がいる人たちのイベントよね」

　と私が言ったら、ヒカリちゃんは少し恨めしそうな目で、

「マナちゃんは碇君がいるから」

「シンジはそうだけど、ライバルも多いんだよ。アスカや綾波さんなんて強敵だもん」



　自然に私の声も沈んだものになって、暫し私たちの間に沈黙が流れた。

　けれど、ヒカリちゃんが少し笑顔になって、

「あっ、でも、恋人がいなくてもバレンタインデーは楽しいよね。友達同士でチョコを食べたり、学校もなんかいつもと違う感じで楽しいし」

「うん、いつもは買えないような高級なチョコをみんなで食べたりするんだよね」

　そして、私たちはまた微笑みを浮かべた。

　それからチョコを手に取って、あーだこーだと言い合っていた。

　で、次はどれにしようかなとチョコへ手を伸ばしたら、隣の人と肩がぶつかってしまった。

「あ、ごめんなさい」

「私こそ、すいません」

「あっ！」

「えっ、」

　聞き覚えのある声は山岸さんのものだった。

　彼女もビックリしたみたいで、眼鏡の奥にある瞳が大きく見開いていた。

「あ、あの、私、……」

　私は山岸さんへにっこりと笑みを送って、

「山岸さん。バレンタインデーに私たちと一緒にチョコを食べない？」

「えっ、」

　ヒカリちゃんへ目を向けると、うんと言うように彼女は小さく肯いた。

「みんなで持ち寄って、いろんなチョコを食べるの。すっごく美味しいと思うよ」

「…………私も入れてもらっていいんですか？」



　かろうじて聞き取れるくらい小さな声で山岸さんは訊いてきた。

　私は元気いっぱいに、

「うん。もっち、当然よ。ねぇ、ヒカリちゃん？」

「ええ。山岸さんのチョコ、とっても楽しみ」

　山岸さんは頬を薄く桃色に染めて俯くと、

「ありがとう」

　と小さく答えた。

　私は心が楽しくなって、

「もう一年分のチョコを食べちゃおう。みーんな、覚悟しといてね」

「いいけど、マナちゃん。太るよ」

　ヒカリちゃんの鋭いツッコミに私は、

「うっ、」

　と言葉を失って、手に持っていたチョコを落としてしまった。

「ぷっ、」

　小さな笑い声が聞こえた。

　見ると、山岸さんが手を口に当てて吹き出しそうになるのを一所懸命にこらえていた。

　山岸さんの笑い顔を初めて見たような気がした。

　でも、そんな彼女の表情はとってもかわいかった。

　いろんな意味でバレンタインデーは今からとっても待ち遠しいなぁ。



∀月★日

　今日の掃除の時間、廊下でアスカとヒカリちゃんがモップを持ちながら、何か言い争いしているのを見つけてしまった。アスカの「絶対にイヤ」っていう大声も聞こえる。私は二人に近づいて、

「ねえ、どうしたの？　ケンカはよくないよ」

「アンタ、いいところに来たわ。聞いてよ。ヒカリがアタシにデートのお願いをするのよ」

「デ〜ト!?」

「……うん。お姉ちゃんから頼まれて」

　と、ヒカリちゃんは申し訳なさそうに言った。

「だいたい、なんでアタシが顔も知らない話したこともないヤツとデーとしなくちゃならないのよ。最低でも本人がデートの申し込みに来いっつーの」

『うん、うん』と私は思わず心の中で肯いてしまった。

「それにアタシは、今度の日曜は忙しいのよ」

「何か予定あるの？」

「……そ、それは、」

　ヒカリちゃんの問いにアスカは頬を真っ赤にして口ごもってしまった。

　私はちょっと探るような目で、

「デート？　 じゃないよね」

「違うわよ！　ア、アタシは、その、準備があるから。……チョコレートを作らなきゃならないの」

「あー、そういうこと」

　やっぱり、みんな想いは同じなのよね。私もガンバらなくちゃとちょっと焦った。



∀月☆日

　今日は水泳部の練習が遅くまで続いて、夕ご飯の担当をシンジに代わってもらった。

　そんなわけでもないけど、久しぶりにシンジの料理が食べられるなぁ〜と思って、家に帰ったのに、リビングにいたのはアスカだけで、

「ねえ、シンジは？」

「部屋に籠もりっぱなしよ。父親に会うのが嫌みたい。嫌なら嫌って言えばいいのに」

　と、アスカは不機嫌そうに答えた。

　今度の日曜に、シンジはお母さんのお墓参りにお父さん（司令）と行くみたいで、それでなんだか悩んでいるみたいだった。両親のいない私にはお父さんがいるだけでも羨ましいけど、やっぱり親子の間でもいろいろあるから、きっと私にはわからない何かがあるんだろうな。

　私は少しでも元気づけたくて、シンジの部屋のふすまをトントンとノックした。

「シンジ、開けるよ」

　部屋の中に入ると、シンジはベッドの上で私に背中を向けて寝ていた。

　私は声を掛けるのが躊躇われたけど、

「今度の日曜日、お父さんと二人っきりで会うんだよね」

「……」

「美味しいものを食べたりもするんだ？　いいなぁ」

「……たぶん、それはないよ」

　背中を向けたまま小さな声でシンジはそう答えた。

「父さん、仕事が忙しいから。お墓参りをしたら、すぐに帰るんじゃないかな」

「そうなんだ。なんだか、寂しいね」

「いいよ。僕、父さんが苦手だから。何をしゃべったらいいかもわからないし、その方がいい」

「そんなことないよ。しゃべることなんてたくさんあるよ」



　シンジは起き上がって、私の方を向くと、

「じゃあ、例えば？」

「う〜ん、今日、学校であったこととか、家であったこととか、……私とのこととか」

　最後のところはほとんど口の中だけで私は言った。

「と、とにかく、司令はシンジの言うことなら何でも聴くと思うよ」

「マナは父さんのこと、よく知ってるんだね」

　拗ねるような声で言ったシンジに、ちょっとムカついて、

「どういうこと？」

「いや、ただ綾波とは違うんだなと思っただけだよ」

「……綾波さんにも同じこと聞いたの？」

「うん。綾波は何も教えてくれなかったけど。でも、……」

「でも、？」

　シンジはうっすらと頬を染めると、

「少し綾波のことがわかったような気がするんだ。今までよりもずっと」

「……どういうこと？」

「今日、綾波が雑巾を絞っているのを見て、なんだかお母さんのように見えた」

「……」

「そのことを綾波に言ったら、頬を染めて恥ずかしがったんだ。なんか可愛かったなあ」

　私はもう我慢が出来なくなって、そばにあったクッションを思いっきりシンジへぶつけてやった。

「シンジのばかぁ！　だいっきらい」

　そう言って、私は部屋を飛び出ていった。

　もうバレンタインにチョコなんてあげないんだから。



∀月△日

　今日は日曜日。

　ミサトさんは友達の結婚式、アスカはヒカリちゃんの家でチョコレート作りで、シンジはお母さんの命日でお墓参りに出かけている。

　私はと言うと、家でお留守番。アスカと一緒に行ってもよかったんだけど、なんとなくそんな気分でも無かったし、チョコレートは買ってあるし。

　でも、このチョコレートは私のお腹の中に入ってしまうかもしれない。

　あれからシンジとは口をきいていないし。

　そんなわけで、ちょっと鬱りながらサンデーモーニングで張さんの喝ーっをぼーっと見ていたら玄関のチャイムが鳴った。

　ドアを開けたら、

「私だ、」

　と言って、シンジのお父さんが立っていた。

　あまりにも意外な人がそこにいて、私はあんぐりと口を開けたまま立ち尽くしてしまった。

　それが数秒間か数十秒間か続いて、たぶん心配したのだろう。

「君、大丈夫か？」

　と、お父さんが声を掛けてきた。

　私はハッとして、

「は、はいっ。大丈夫です。とにかく、上がってください」

「いや、ここでいい」

「でも……。わかりました。じゃあ、ここで」

「うむ、そうか。では、上がらせてもらおう」

　シンジのお父さんはそう言うと私の横を通り抜け、リビングへずんずんと入っていった。

　もしかして、中に入りたかったの？



　まあ、なんだかよく分からないけど、リビングのテーブルに向かい合って私たちは緑茶を飲んでいた。私はとっても気まずくて、でも、お父さんが何をしに来たのか気になって、

「あのぅ、今日はシンジとお墓参りに行くんじゃ？」

「その予定だ」

「じゃあ、どうしてここに？」

「予定では午後一時の待ち合わせだ」

「えっ、だって、シンジは出ちゃいましたよ」

「あれにもいろいろと行くところがあるのだろう」

「はぁ、」

　そこで会話は終わってしまい、再び訪れた気まずい雰囲気。

　湯飲みのお茶は底をついて、私は逃げるようにお茶の替えをしようと腰を上げたら、

「もう、お茶はいい。美味しかった。ありがとう」

　あの碇司令が礼を言うなんて。

　私はビックリしちゃってポカーンとしていたら、お父さんが、

「ここでの暮らしはどうだ？」

「あ、はい。楽しいです」

「そうか、」

「……」

「……」

「……？」

「……君は、シンジとは何を話しているんだ？」

「へっ？」

　その唐突な質問に私は目を丸くしていた。



「いつもどんな会話をしている？」

「会話って、普通ですけど。テレビのこととか、学校の噂話とか、美味しいものこととか、特に変わった内容ではありません」

「ふむ、」

　私の答えにお父さんは何やら考え込むような目をしていた。

　濃いサングラスで目はよく見えないけど、多分そうだと思う。

　で、私はその様子に数日前のシンジを思い出していた。

「あのー、もしかして、シンジと何を話そうか悩んでいるんですか？」

　その問いは図星だったのか、お父さんの肩がビクッと上がった。

　同じことを悩んでいるなんて、やっぱり親子なんだなと、私は思わずクスッと笑ってしまった。

「あ、すいません。別におかしいとかそんなんじゃなく、シンジも同じことで悩んでいたから、つい」

「……シンジがそう言っていたのか？」

「はい、」

「そうか」

「よけいな口出しかもしれませんけど、シンジとは普通でいいんじゃないでしょうか」

「普通か。今まで私はシンジと同じ時間を過ごしていないからな。わからん」

　私はすこし傷口に触れてしまったことに気づいて、

「すいません」

「君が謝る必要は無い」

「だけど……」



　そして、再び繰り返される沈黙。

　でも、私はもう一度お節介をしたくなった。

「あのー、」

「なんだ？」

「お墓参りなんだから、シンジのお母さんのことを話せばいいんじゃないんでしょうか」

「……」

「シンジ、お母さんのことを知りたがってました。写真も見たこと無いし、お母さんの顔も憶えていないって。だから、その……」

「わかった。そうしてみよう」

「えっ、」

　その時、シンジのお父さんが小さく笑ったような気がした。

　だからかもしれない。私は口を開いていた。

「シンジのお母さんはどういう人だったんですか？」

「……」

　長い沈黙の後、お父さんはゆっくりと口を開いた。

「やさしかった。ただ一人、私に優しくしてくれた」

「……」

「だが、」

「……？」

「ユイの考えていることは未だにわからん。私のことを理解してくれていたと長い間、考えていたが、それも今は自信が無い」

「……」

「人と人が完全に理解し合えることは不可能なことなのだ。そのための人類補完計画でもあったが、果たしてユイが夢見ていたものであったか。それもわからん」



　なにやら難しい話になってきて、私はついていけなくなってきたけど、

「でも、完全に解り合えなくても、少しでも解り合えればいいんじゃないでしょうか」

「……」

「一緒に笑い合ったり、泣いたり、ケンカしたり、そんなことを繰り返しながらちょっとずつ解り合っていくんだと思います」

「……そうかもしれんな」

　そう言うと、お父さんは席を立った。

　そして、私の方を向くと、

「あれのことを、これからも頼む」

「あっ、はい」

　私は知らず大声でそう返事をしていた。

　それからお昼が過ぎて夕方前に、スーパーへの買い物から帰ってきたらチェロの旋律が部屋の中を流れていた。

　夕陽が窓から入り込み、シンジの弾くチェロを赤く染めている。

　私は思わず拍手をしていた。

「あっ、マナ。帰ってきたんだ」

「シンジ。チェロ、弾けたんだ？」

「５歳の時から始めて、この程度だからね。別に才能なんて無いよ」

「ううん。そんなことない。私、感動しちゃったもん」

「あ、ありがとう」



　シンジはちょっと恥ずかしそうに頬を染めた。

　いい雰囲気の中、私は少しの勇気を出して、

「あのね、シンジ。ごめんね。今まで怒ってて」

　私の言葉にシンジは驚いたような顔をしたけど、

「ううん。マナが謝るようなことじゃないよ」

「違う。私が悪いの」

「……」

「でも、私がどうして怒ったのか、わかるのよね？」

「う、うん」

　シンジは夕焼けよりも赤く頬を染めると、

「綾波のことでヤキモチを焼いたんだよね？」

「う、うん」

　この時、たぶん私の顔も真っ赤になっていたと思う。

　そのまま私たちは俯きながら黙り合っていたけど、

「今日、父さんから母さんのことを聞いたんだ。初めてだった」

「そうなの？」

　私は顔を上げて、シンジを見た。

　シンジは俯いたままで、



「マナ、ありがとう。今日のこと、父さんから聞いたよ」

「あっ、うん」

「本当にありがとう。ほんの数日だったけど、マナとケンカしてわかったんだ。今までマナがそばにいてくれて、どんなに僕を励ましてくれてたか」

「……」

「僕はこれからもずっとマナと一緒にいたい」

「シンジ、」

　シンジも顔を上げて、そして私たちは見つめ合った。

　気恥ずかしいのはあったけど、それよりもお互いに見ていたかったんだと思う。

　やがて、シンジは小さく口を開き、

「あのさ、マナにちょっとお礼がしたいんだ。今までのお礼。僕にできることなら何でも言ってよ」

「ほんとうに何でもいいの？」

「僕にできることなら」

「ううん、シンジにしかできないこと」

「僕に？」

「うん、」

「なに？」

「それは……」



　私は今ベッドの上でこの日記を書いている。

　たぶん、今日のことはずっと一生おぼえていると思う。

　初めての時はただ雰囲気に流されただけかもしれない。

　でも、２回目の今日は確かに気持ちが通い合っていた。

　ふふふっ、えへへ我慢してもしきれないというのはこのことね。どうしても笑みがこぼれちゃう。

　おかげでアスカには変な目で見られたし。

　アスカ、ごめんね。私は友情より恋を選びます。てへっ。

　それはともかく、シンジ、バレンタインデーは覚悟していてね。



∀月▼日

　バレンタインデーも過ぎて、今は期末試験直前。

　ソワソワしていた教室もピリピリしたものに変わっていて、それは家に帰ってからも同じだったような、そうでもないような。

　そんなわけで今日はみんなで集まって勉強会をすることになった。

　場所は私たちの家で、集まった人はアスカと綾波さんに、ヒカリちゃんとマユミちゃん。マユミちゃんとはバレンタインデーでちょっと仲良くなって、今回のことに誘ったら来てくれた。

　シンジは訓練でミサトさんと一緒にネルフ本部へ行っているから、今日は家にいるのが全員女の子で、勉強会と言うより遊んでいた時が多かったかも。

　ヒカリちゃんは委員長らしくみんなを勉強に向かわせようとしたけど、ちょっと無理だったみたい。

　そして、窓から陽が傾き掛けた頃、シンジとミサトさんが帰ってきて、

「みんなに、おみやげよ〜」

　と言って、ミサトさんが石焼きイモをテーブルの上に置いた。

　それからテーブルを囲って、お茶を片手にみんなで焼き芋を食べた。

「おイモ、甘〜い」

　と、私が言うと、

「そうですね」

　と、隣にいるマユミちゃんがニコッとしながら相づちを打ってくれた。

　もう一方の隣にいる綾波さんは無言で食べているけど、頬が緩んでいた。

　そんな和やかな雰囲気だったのに、ぷぅ〜



　おならの音が聞こえた。

　そして、なぜか一斉にみんなが私の方を見るし。

「えっ、ワタシ？」

　と、自分を指差しながら言った。

　そうしたらアスカが人差し指を私に向けて、

「アンタ以外に誰がいるのよ。アンタねぇ、ちょっとは我慢しなさいよ」

「だから、私じゃないって」

「って、アンタ以外に誰がいるのよ」

「ホント、本当に違うんだから」

　この時、私は少し涙目になっていたかもしれない。

　シンジも苦笑しながら私を見ているし。

「本当に私じゃないよ。だって、だって、おならはいつも我慢しているもん。したくなったらトイレに行っているし、みんなの前でしちゃったことは一度しかまだないもん。……あっ、」

　両手で口を押さえた時にはもう手遅れで、みんなに大笑いされていた。

　アスカなんて涙を浮かべるくらい笑っていて、

「わかった、わかった。アンタの自爆に免じて、信じてあげるわ」

「……」

「なら、次に怪しいのはシンジ。アンタね」

「ええっ、僕？」

　と、シンジが目をまん丸にさせて驚いていた。



「そうよ。ここで男なのはシンジだけでしょ。だから、犯人はアンタ」

「そんなぁ〜」

「まあ、それが一番まぁるく収まるのよ。まさかアンタ、女の子にオナラの罪をなすりつけようと言うの？」

「……わかったよ」

　渋々ながらそう答えるシンジはどう見ても犯人ではなくて、

「まあ、誰がオナラをしてもいいんじゃないの。ねぇ？」

　と、ミサトさんが助け船を出してきた。

「一緒に住んでいるんだもの。オナラの一つや二つ誰でもするでしょ。ねぇ、アスカ？」

　ニヤッとヤな笑みを浮かべながら、ミサトさんはアスカを見る。

　アスカは少し腰を引きながら、

「何よ？　アタシを見て」

「んー、別に。ただ、アスカが一番うるさいなーって。得てして、犯人はそういう人なのよね。でも、いいわ。アスカもまだ女の子だもんね。そりゃあ、オナラなんてしたのがバレたら、恥ずかしいわよねえ」

「なっ、アタシだって言うの？」

「あら、違うの？」

「違うわよ。ぜーったいに違う。そ、そうだ。ミサト、アンタでしょ？」

「私？」

「そうよ。アタシ、知っているんだからね。この前、ミサトがビール飲みながらゲップとオナラを同時にしたのを」

「な、してないわよ。あれはゲップよ。ゲップ」

「嘘。あれはオナラだったわ」



「アスカだって、こないだオナラしたじゃない。私、知ってんのよ。プスッっとすかしたような音も聞こえたし。少し臭ったし」

「ミサト、なに言ってんのよ」

　二人の暴露合戦に私たちは唖然として、それを見ていられなくなったヒカリちゃんが、

「二人ともそこまでにしておいた方が……。碇君もいるんだし」

「ヒカリ、妙に黙っていたわよね。もしかしてヒカリじゃないの？」

「わ、わたしなの？」

　ヒカリちゃんは顔を真っ赤にして、

「違う。私じゃない。碇君の前でオナラなんてするわけないでしょ」

「ホントかしら？」

「本当よ。そういうアスカがやっぱりしたんじゃないの？」

「だから、アタシじゃなーい」

「怪しいわね。アスカ」

　それからはヒカリちゃんも入って、３人で言い合いが続いていた。

　私はただ呆然とその様子を眺めることしかできなくて、隣にいる綾波さんは焼き芋を食べ終えてお茶を飲み干すと、

「私、帰る」

「綾波、帰るの？」

　と、シンジが声を掛けてきた。

「ええ、もう勉強も終わったようだし」

「じゃあさ。ウチでご飯を食べていかない？　帰りは送るからさ」

　シンジに他意はないんだろうけど、やっぱり私はヤキモチをしてしまうわけで、



「シンジ〜」

　と、シンジのシャツの裾を引っ張りながら声を掛けたけど、シンジは私にニコッと笑みを向けてきて、それだけでもう何も言えなくなった。

「ふー、綾波さん。一緒に夕ご飯、食べましょ？」

　綾波さんは少し考えるように小首を傾げてから、

「わかったわ」

　と言った。

　私は隣のマユミちゃんへ振り向いて、

「ねえ、マユミちゃんも一緒に食べてかない？」

「私もですか？」

「うん。だめぇ？　それとも家で家族の人が待ってる？」

「……父は仕事で帰りが遅いですから」

「じゃあ、決まりだ。いいよね？　シンジ」

　私がそう訊くと、シンジは笑みを浮かべながらコクッと肯いた。

「それじゃあ、みんなで夕ご飯のお買い物に行こうっ」

　未だにケンカし合っている３人を置いて、私たち４人は家を出た。

　スーパーへ続く道路は夕陽の赤で染まっていて、とてもきれいだった。

　私はシンジと手を繋いで歩きたかったけど、綾波さんとマユミちゃんの前でそんなことができるはずもなく、

「夕陽がきれいだね」

　と声を掛けるのが精一杯だった。



　と、その時、ぷぷっ、と、オナラの音が小さく聞こえた。

　一瞬、ビクッとする私たち。

　何となく嫌〜な雰囲気が流れ始めた時、

「あはは、ごめん。僕なんだ」

　と、シンジがぺこっと頭を下げて言った。

　でも、私は知っている。隣にいるシンジから音はしなかったことを。

　そうすると、逆の方にいる綾波さんかマユミちゃん？

　だかど、二人とも何も無かったような顔をしている。

　う〜ん。ここはどうしよう？

　私はシンジへ振り返ると、

「シンジ、」

「……？」

「私の前で我慢しなくてもいいからね」

「えっ、」

「人間だもん。オナラの一つや二つはするよ。ねっ」

「……うん。マナも我慢しないでいいよ」

「わ、私は我慢するもん。シンジの前でなんて死ぬほど恥ずかしいもん」

「何それ？」

「それが女の子なの」

　クスッとマユミちゃんの笑い声が聞こえて、綾波さんも目元が緩んでた。

　もう犯人が誰かなんてどうでもよくなって、私たちは足取り軽く歩いていた。



∠月L日

　あれから十数年。

　使徒との戦いや恋のライバルたちとの戦いの末、今、私はシンジと幸せの中にいます。

　いろんなことがあった。

　でも、今となってはどれも良い思い出。

　みんな、ありがとう。


　fin.



　と、そんな夢を見たことをマユミちゃんに話したら、

「霧島さんは本当に碇君が好きなんですね」

　と言われた。

　私はちょっと顔が赤くなるのを感じながら、

「う、うん」

　と答えた。

　マユミちゃんはクスッと小さく笑った後、

「でも、好きな人と一緒に住んでいて、その、困ったりすることありませんか？」

　と訊いてきた。

　私は少し考えてから、

「そりゃあ、まあ。でも、私、お父さんやお母さんがいないから、今の暮らしがとっても楽しいの。シンジだけじゃなくて、アスカやミサトさんも家族だし」

「……」

　マユミちゃんはちょっと俯き加減になって黙っていた。

　それから顔を小さく上げると、

「私も両親がいないんです」

　と呟くように言った。

　私はマユミちゃんのお父さんが国連の研究者ということを知っていたので、



「えっ、でも……」

「今のお父さんは正確に言うと、叔父なんです。両親のいない私を引き取ってくれたんです」

「……そうなんだ」

　マユミちゃんは私に小さく微笑むと、

「初めてです。こんなことを話すのは」

「……」

「碇君とは正反対だけど、同じように感じる」

　マユミちゃんは図書室の中に音を響かせながらパタンと本を閉じて、

「今度の音楽祭、楽しみですね」

「うん。私のバンドが一番だよ。だって、ヒカリちゃんとマユミちゃんのツインボーカルだもん」

　と私が言った時、ヒカリちゃんが図書室に入ってきて、

「あっ、いた、いた。もう、練習を始めるって」

「なーんか、ヒカリちゃん。バンドの練習が始まってから、張りきっちゃってるね」

「だ、だって……」

　と言ってから、ヒカリちゃんは頬を桜色に染めて、少し俯いた。私はピーンと来て、

「あー、さては、鈴原君がいるからかな〜」

「……？」

　ヒカリちゃんはしばらくなぜか疑問符を浮かべたような表情をした後、

「あっ、いいから、早く行きましょ。遅れちゃうよ」

　と言って、図書室を出て行った。

　む、む、む。なに？　なんなの？　なんか、とっても不安。



∠月Ｋ日

　今日の放課後、バンドの方向性についてミーティングがあった。

　言い出したのはアスカ。

「アンタたち、おかしいと思わないの？」

　と、私たち全員に人差し指を向けてアスカは言い放った。

　それに答えたのはリーダー格の鈴原君で、

「なんや？　惣流。わけわからへんで」

「もう、アンタたち、本当に何のことかわからないの？」

　アスカにそう言われて、お互いに顔を合わせる私たち。

　でも、やっぱり誰もわからないみたいで、アスカはイライラを言葉に乗せながら、

「アタシがどうしてギターなのよ？」

「「「「へっ？」」」

「だから、どうしてアタシがギターを弾かなきゃならないのよ？」

「不満なの？」

　と、シンジは小首を傾げながら訊いた。

「不満よ。もう大不満」

「なんでやねん。リードギターを譲ってやったやろ。ワイはリズムギターでソロも無いんなやで」

「ジャージは黙ってなさい」

「なんやてー!!」

　いきり立つ鈴原君を必死で押さえる相田君はちょっとかわいそうだった。

　そんな時、綾波さんが、



「私、コーラスよ」

　と小さく呟いた。なんだか綾波さんも不満そうだけど、アスカは全く気にせず、

「ファーストはコーラスでじゅうぶん。文句を言うなんて１０００年早いわよ。シンジ、アンタはキーボードよね。まあ、これはいいわ。相田のドラムもまあよしとして、マナ？」

「私？　私はベースだよ」

「そう。アンタは地味なベースがお似合いね。ふふん」

　と鼻で笑ったアスカにちょっとムッと来たけど、私は黙っていた。

「問題は、アンタたち。ヒカリと眼鏡２号」

　そう言って、アスカさんは二人を指差した。急に名指しされた二人はビクッとして、

「な、なに？　アスカ？」

「アンタたち二人、どうしてヴォーカルなのよ？　もっと適任者がいるでしょうが。美しく、華やかで、人気があってバンドの顔として一番いい人が」

「誰や？」

「アンタ、ホントにバカねえ。ほら、目の前にいるでしょ。このアタシが」

　その瞬間、さっとアスカから眼を逸らす私たち全員。その様子に気づいたアスカは、

「なんなのよ？　文句あるの？」

「……」

「なに？　言いたいことがあるならはっきり言いなさい。シンジ、言いなさいよ」

　シンジは本当に言うのを躊躇ったが、

「……だって、アスカは……」

　その後、アスカが荒れたことは言うまでもなく、もう大変だったよ。




∠月Ｍ日


　春休みになって水泳部も忙しくないので、今はバンドの練習をがんばっている。

　休み中でも、みんなと会えて楽しいから好き。

　いろいろあったけど、アスカはヴォーカルを諦めてくれたし、まあ、良しとしましょ。

　でも、アスカがちょっと半泣きだったのは可哀想だったかな。

　今日は、出来の悪い４人組は居残り練習で、私とヒカリちゃんはスーパーへ寄って夕ご飯のお買い物をした。

　そんな帰り道、夕暮れの中を歩いていたけど、ヒカリちゃんはとってもニコニコしていた。

　そう言えば、ヒカリちゃん、この頃はいつも楽しそう。

「バンド、楽しいね？」

　と私が言うと、はにかみながらヒカリちゃんは、

「うん。楽しい」

「ヒカリちゃんはヴォーカルだもんね。いいなあ」

「別に、そういうわけじゃなくて。去年のことを思い出して、それでね」

「あ、あー。去年の学園祭でもシンジたちとバンドを組んだんだよね」

　以前、シンジに聞いたことを言ったら、ヒカリちゃんは少し俯いて

「うん、」

　と言った。なんだか、ヒカリちゃんの頬が夕焼けよりも赤く染まっているように見えて。

　ヒカリちゃんはチラチラと私の方を盗み見るような仕草をしてから、

「マナちゃん。……マナちゃんは……」

「……ん？」

「ううん。なんでもない。じゃあ、バイバイ、マナちゃん」

　と言って別れたヒカリちゃんの後ろ姿を、私はしばらく見送っていた。




第二部

∠月Ｏ日

　今日はいよいよ音楽祭♪

　クジ運がいいのか悪いのか、私たちのバンドはなんと大トリになってしまった。

　シンジとアスカは危なげのない完璧な演奏。音感がいいのかな。

　ヒカリちゃんとマユミちゃんのボーカルもいい感じ。二人とも意外に肝が据わってて、ほとんど緊張の色が見られなかった。結局、一番アガってしまったのが私で……

　２、３か所トチっちゃった。でも、アセりながらも何とか最後まで演奏し終え、音楽祭は無事幕を閉じた。

　会場の後片付けや何やらで暫し取り紛れた後、ふと気がつくと綾波さんの姿が見えない。

「さ、帰りましょ」

　アスカがひょいと鞄を持ち上げて言った。

「待って、綾波さんがどっかに行っちゃった」

「あんなやつ、放っておきなさいよ」

「ダメよ。私、探してくる」



　―――屋上。

「やっぱり、ここに居た」

「…霧島さん。……何？」

「みんなで一緒に帰ろうと思って探しに来たの」

「そう。先に帰ってもらってよかったのに」

「……………」

　夕闇が迫り、生徒達の歓声も消えた校舎には寂寥感が漂う。

「ねえ、いつだったかのオナラ」

「えっ？」

「みんなでお芋食べたとき、誰かがオナラしたでしょ」

「ええ……」

「あれ、あなたでしょ」

「私だって、オナラくらいするわ……」

「やっぱり。シンジが急に自分がしたなんて言うからピンときたの」

「……………………」

「少し…妬けちゃうな……」

「えっ？」

「さっ、帰りましょ。アスカ達が待ってるわ」

　私は綾波さんの手を引いて駆けだした。



□月α日

　大変なことになった。アラエルという使徒の攻撃によってアスカが大怪我をしたらしい。

　（本当は機密なのだそうだけど、ミサトさんが教えてくれた）とにかく行かなくちゃ。

　私は取る物も取りあえずアスカが収容されているというネルフ本部内の病室へと向かった。

「アスカ……？」

　怪我というよりも心の病？

　見る影もなくやつれ衰えた姿にショックを受ける。

　あの明るく、勝ち気で、そして嫉妬するくらい綺麗だったアスカが。

　一瞬、これでシンジが自分のものになるのではと思ってしまった自分が憎い。そして怖い。

　涙が止まらない。

「アスカ！　アスカっ！　しっかりして！」

　彼女の肩をつかんで揺さぶる。

「お願いっ、目を覚ましてっ!!」

「ちょっと、あなた！」

　看護師さんから止められて我に返る。

「す、すみません…………」

　呆然としてベッドの脇の椅子に腰掛け、顔を覆って泣いた。

　これから、私たちはどうなってしまうの？

　これから、世界はどうなってしまうの？

　言いようのない不安が胸を締めつける。



□月γ日

　シンジはひどく塞ぎ込んで何も話してくれない。

　ミサトさんから聞いた話では最後の使徒を殲滅したという。

　それなら、世界は平和になるんじゃないの？

　そして、アスカも元気になれば…………

　私たちは普通の中学生に戻れるはず。

　なのに、なぜこんなに胸が苦しいのだろう。



□月ι日

　戦自から出頭命令が来る。もはや戦自の人間ではない私になぜ……。

　書類には非常時特例第何条第何項により云々と長ったらしく書いてある。

「入れ」

　制服のお偉いさんの前に立つと、思わず身体が覚えた直立不動の姿勢をとってしまう。


「――単刀直入に言おう。君にネルフ司令を殺害してもらいたい」

　シンジのお父さんを!?

　彼の話によると、理由は不明なるも、ネルフの司令・碇ゲンドウはサードインパクトの招来、そして世界の滅亡を望んでいるらしい。

　その野望を阻止するには、実子の友人であり交換奨学生でもある私が最も適任なのだと言う。

「幸い、これは半分は彼、碇が書いたシナリオだ」

「…………？」

「分からんかね？　彼は君が戦自から送り込まれた諜報員であることを知りながら、逆に交換奨学生として戦自とネルフとの見せかけの友好の象徴として利用しようとしているのだ。いわば自分の手駒となった君に寝首を掻かれるとは夢にも思っておらんよ」

「もし……」

　と、彼は続けた。

「ネルフ司令暗殺に失敗したら、正規軍によって実力でネルフを接収せざるを得ない。そうなれば、君の友人達も無事ではすむまい」



□月ζ日

　通りが騒々しい。

　いよいよ戦自の突入が始まったのだ。

　結局、私は碇司令を暗殺しなかった。

　好きな人の父親を手に掛けることなんてできない……。

　………

　……

　…

「その結果、大切な人たちを永遠に失うことになるわ」

　心の中で誰かが呟く。

「いやっ!!　そんなのは絶対にいや!!！」

　もう一人の誰かが叫ぶ。

「ならば、なぜそこにいるの？」

　落ち着いた声が問いかける。

「だって、私にはなにもできない……。シンジのお父さんを殺すことも、戦自を止めることも……」

　苦渋に満ちた声が言う。

「自分にできることをしなさい」

　そう、私はまだ自分にできることを尽くしてはいない。

　心の中のもう一人の自分の声に突き動かされて、急に勇気が湧いてくる。

　…

　……

　………

　ミサトさんの部屋に行き、拳銃とショルダーホルスターをつかみ取ると、私は表に飛び出した。



　ジオフロントのゲートはとっくに占拠されていて通れない。

　私は加持さんのスイカ畑のある辺りからC-2通路に忍び込んだ。

　迷路のようなネルフ本部の中を駆け回る。

　恐怖と、激しい運動とで心臓が焼き切れそう。

　通路をひたすら走り、兵士の姿を見ては身を隠す。

　そして……

　ついにシンジを見つけた！

　数人の兵士に囲まれ、銃を向けられている!!

　私は駆け寄りながら、ためらいなく兵士たちを射殺した。

「マナ………？」

「シンジ！」

　そのまま、彼の胸へと飛び込む。

「よかった。生きてて………私、私…もう……」

　張り詰めていた気持ちが一気に緩み、彼の腕の中で泣きじゃくってしまう。

「マナ………」

　シンジは急に決然とした表情になり、私をしっかりと抱きしめてくれた。

「僕は行くよ。僕はエヴァに乗らなくちゃいけないんだ」

　そう言って、彼はケージへと向かうエレベーターに乗り込んでいった。



　何度か戦自の兵士と遭遇し、交戦しながら、なんとか発令所に辿り着く。（一発被弾してしまった。盲管のようだ）

「マナちゃん!?」

　ミサトさんは一瞬驚きの表情を見せたが、血を流し、大きすぎる拳銃を手にした私の姿を見て全てを悟ったようだった。

「そう…ありがとう」

　彼女はそう言うと、サッと正面スクリーンの方へ向き直り、

「いいわね、シンジ君・アスカ。エヴァシリーズは必ず殲滅するのよ！」

　と、張りのある声で指示した。

　何が起きているのか、私にはよく分からなかった。

　ただ、ミサトさんやオペレーター達が叫ぶ内容から、S2機関を搭載した敵に対抗できるのはシンジの初号機だけだということ（この時まで私はシンジのは零号機だと思っていた）、そして、敵殲滅に失敗すれば世界は破滅するのだということだけはおぼろげに理解できた。

「神様、お願い……。シンジとアスカを守って」

　一心に祈りながら目を閉じると、ふと意識が遠のいていく。

　そう言えば、私、撃たれたんだっけ。

　でも、良かった。死ぬ前にシンジに抱きしめてもらえたし、アスカが元気になったのも見た。

　………

　……

　…



「マナ………」

　!?

　目の前にシンジが居る。なぜか一糸まとわぬ姿で。

「さあ、一つになろう………」

「溶け合って一つになれば、二度と離ればなれにならずにすむ」

　ああ、シンジとなら永遠に溶け合っていたい……

「さあ、怖いのかい？」

　後光が差して、まるで人間ではないようなシンジ。

　両手を開いて、私を迎え入れようとする。

「待って！」

　何かが違う気がする。これが私の好きなシンジ？

　確かに、一つになれればどんなに素敵なことかと思う。

　ずっとそれを夢見てきた……

　でも……………

　何かが違う。何かこのままじゃいけない気がする。

「私、みんなと一つにはならないわ」

「私は私。あなたはあなた、よ。人が個を失って全てが一つになるなんて私には耐えられない」

「そう。君は、君が君でいる世界、僕が僕でいる世界を望むんだね……」

　シンジがそう呟くのを聞きながら、私は暗い闇へと落ちていった。



○月吉日

　ネルフの医務室で目覚めた私は、シンジとアスカがエヴァシリーズを殲滅したこと、その後、ゼーレという秘密結社は人類補完計画なるものを断念したこと、そして、国連及び政府の命により戦自が撤退したことを聞かされた。

　正直、よく理解できないことばかりだったけど、とにかく世界に平和が戻ったのだ。

　そうそう、綾波さんはセントラルドグマと呼ばれる大深度施設で倒れているのが発見され、無事保護されたらしい。きっと彼女にも語るべき物語があるのだと思う。

　私の怪我は思いのほか深く、これから弾丸の摘出手術をしないといけないそうだ。

　でも、平気。玉の肌に疵がついちゃったのはちょっと悲しいけど。

「マナ！　よかった。元気そうで」

「どう、マナ、元気してる？」

　シンジとアスカ、そしてミサトさんだ。



「よかった。マナ……無事で。ほんとよかった……」

「いやさ、あんたがシンジを助けてくれたそうなんで、ちょっとお礼言わなきゃと思って。ま、本当は、シンジなんかいなくてもあんなブサイクな量産機、あたし一人で十分倒せたんだけどね」

「アスカぁ〜、それが私たちを救ってくれた恩人に向かって言う言葉？　ま、いいわ。とにかく、マナちゃんは大怪我してんだから、あんまり疲れさせないでね」

　そう言うと、何か用事があるらしく、ミサトさんは部屋を出て行った。

　（後で聞いた話では、ネルフは今後解体されるらしい）

「マナ、ありがとう」

　アスカ……。

「僕、きちんとお礼を言ってなかったね。本当にありがとう、マナ」

　シンジ……。

「明日はファーストやヒカリやマユミも連れてお見舞いに来るからね」

「アスカ、あんまり大勢で押しかけちゃ……」

「なによ、私が決めたことに文句あるわけ？」

「そ、そうじゃないけど…………」

　早速いつもの「夫婦げんか」を始める二人。

　私もいつまでもこうしてはいられないわ。早く元気にならなくっちゃ。

　綾波さんも無事だったし、アスカも元気になったし、私は遠慮無く私の恋に向かって突っ走ることができるようになったんだから。




第三部

○月某日

　あれから一ヶ月。

　私はすっかり回復した。これが若さというものかしら♪

　ひとまずミサトさんのマンションに戻ってきたんだけど、迷ってるのがこれからの身の処し方。

　いつまでもミサトさんの厄介になるのも気が引けるし、かといって親無しの身で戦自の職も失った今、一人で生きていくことができるかどうか。

　そうやって考えを巡らしていたところ、

「ね、マナちゃん」

　ミサトさんが声をかけてくれた。

「これからのことなんだけど……。ずっとウチに居てもらってもいいのよ」

「そう言っていただけるとすごくうれしいんですけど、これ以上ご迷惑おかけするわけには……」

「やぁーねー、迷惑なわけないじゃない」

「でも、金銭的なこととか……」

「だいじょーぶ。ネルフから退職金たっぷりもらったから」

　私も、本音はこれからもここでシンジやアスカたちと暮らしていきたい。

　でも、ミサトさんもいずれお嫁に行かなくちゃいけないだろうし、私たちみたいなコブ付きで本当に大丈夫なんだろうか。ちょっと心配。

　同時に、彼女もやはり孤独を恐れているのではないか、とも感じた。

「もう少し考えてみます……」

　とりあえず、そう答えておいた。



「ねぇ、アスカはどうするの？」

　シンジが尋ねる。

「あたし？　あたしはもうしばらくミサトのところにご厄介になるわよ」

「へぇ、ちょっと意外だな。アスカのことだからすぐドイツに帰っちゃうのかと思ったよ。もしかして、日本のことが結構気に入ったの？」

「まーね。日本のゲームって割と面白いのよ。洋ゲーにはない味があるわ」

「洋ゲーって、アスカ、ドイツ人でしょ。すっかり日本のゲーマーだね」

　ゲームがどうのと言ってるけど、本当はシンジと別れたくないのに違いないわ。

　アスカは好きだけど、ちょっとライバル心が頭をもたげる。

「あたしが居なくなったら、ペンペンが寂しがるし」

「それに……、お義母さんとしっくりいかなくて、ね」

　その言葉でちょっと場の雰囲気が湿っぽくなる。

「ま、そんなことはどうでもいいっか。ね、ミサト、いいでしょ？　お金ならあっちから送ってもらうわ」

「もちろん、OKよ。で、シンジ君は？」

「ぼくは………」

「父さんが、一緒に暮らさないかって言ってるんです」

「えっ？」



　あの髭を生やしたこわーい顔のお父さんがそんなこと言ったとは。

　でも、考えてみると肉親と暮らすのが一番いいのかもしれない。

　私にはもういない、血を分けた家族……。

「どうしようか、迷ってるんだ。あの父さんとうまくやっていけるかどうか……」

「迷うことないじゃない。お父さんと暮らしなさいよ」

　私は心とは裏腹にそう言った。本当はこれからもシンジと暮らしたいんだけど。

「マナの言うとおりよ。ってか、この家はあたしとマナでいっぱいいっぱいよ。さっさと出て行って欲しいもんだわ」

　アスカも、とても素直じゃない言い方で促す。

「そうだよね。うん、決めた。ぼく、父さんと暮らすよ」



○月翌日

　結局、私はアスカとミサトさん宅に居候、シンジはミサトさんのマンションを出て、彼のお父さんと暮らすことになった。

　そうそう、綾波さんは、今まで通りマンションで一人暮らし。

　遠い親戚が仕送りをしてくれるのでお金の心配はないらしい。

　よく分からないけど、彼女は三人姉妹の末っ子だそうだ。やっぱり、ご両親は亡くなったのかな……。

　ミサトさんはネルフを退職後、国連軍事参謀委員会・日本代表の副官に就任した。

　さすが、できる女は違うわね。

　できる女と言えば、リツコさん。

　NERVは解体され、軍事部門は消滅、研究部門はMAGENとして再編されたんだけど、そのMAGENの所長としてリツコさんが抜擢されたそうだ。

　そして、さらに驚くべきことに副所長は碇ゲンドウ氏、つまりシンジのお父さんなんだって。

　かつての部下であるリツコさんの下で働くことになったわけだけど、シンジの話ではお父さんは別に気にする風でもないらしい。

　ま、もともとポーカーフェイスだしね、あの人。

　こうして、私たちの新しい生活が始まった。シンジが引っ越して行っちゃったのは寂しいけど、彼にとってお父さんとの和解がすごく大切なことだと思うから……。

　それに、毎日学校で会えるしね♪

　って、今は夏休み、当分会えないかもしれない。とほほ。



夏月盛日

　山岸マユミちゃんは私が入院している間にアメリカに引っ越して行ってしまった。

　せっかく仲良くなれそうだったのに残念。他にも、ネルフ解体に伴って親が転勤になった等の理由で何人かのクラスメートが去っていったみたい。

　それから、あのエヴァンゲリオン初号機と弐号機。あれは戦自が専用長距離輸送機ごと接収して、三沢基地に持って行ったらしい。「研究目的」、だそうだ。

　アスカが、あの弐号機はあたしのなのにと悔しがっていた。

　でも、あんなもの、パイロット無しでどうするつもりかしら。

　第一、「使徒」が居なくなったこの世界でエヴァンゲリオンなんて無用の長物のはずなのに。

　でも、こんなこと私が気にしても仕方ないよね。



夏月15日

　お盆。

　ミサトさんは国連軍事参謀委員会・日本代表の副官とは言っても、目立った軍事紛争の無い今、「別命あるまで待機」とのことで、案外暇らしい。

　と、いうわけで家の中でゴロゴロしている私たち三人娘………。

「うん、じゃ、夕方６時、鳥居の前でねっ」

　さっきから、アスカは寝っ転がったままあちこちに電話をかけている。

「アスカ、どっか出かけるの？」

「何言ってるのよ、あなたも一緒に来るのよ、マナ」

「どこへ？」

「夏祭りへよ。お盆と言えば、盆踊りでしょ。マナ、浴衣持ってる？」

「へ？　持ってないよ」

「そっか。あたしも持ってないから、今から一緒に買いに行きましょ」

　さすが、アスカ。行動力のある子だわ。それに、お盆と言えば盆踊り、って。

　来日して日が浅いのに、一体どこでそんな知識仕入れてきたのやら。

「いいけど、私、着付けできないよ？」

　私が言うと、

「ミサトがいるじゃない」

　とアスカ。

「あたしもできないよ〜」

　元気よく答えるミサトさん。


「……困ったわね。そうだ、試着してそのまま着て行っちゃえばいいのよ」


　なるほど。



「ねぇ、誰が来るの？」

「ん？　誰に声かけたかってこと？　えっとね、ヒカリとシンジとファースト。それと、おまけで鈴原と相田も呼んじゃった」

　ちゃんと綾波さんを呼んだのは感心感心。仲悪いのにね。

　計画通り浴衣を買って着せてもらい、そのまま街をぶらついて、夕方、待ち合わせ場所へ向かった。

「ここでいいんだよね？」

「ええ、じきみんな来るはずよ」

　アスカの言葉どおり、参道の入り口で待っていると、まずヒカリちゃんが来た。

「ひさしぶりね」

「うん、おひさしぶり」

　挨拶をかわしているうちに、鈴原君や相田君も来た。

「よっ。シンジはもう来よったんか？」

「ううん。まだ」

「なんや、女を待たせてしょーがないやっちゃな」

　と言いながら、二人は勝手に屋台の方へ向かった。やっぱり女の子に囲まれると恥ずかしいのかな。

「遅いっ」

　シンジと綾波さんがなかなか来ないのでしびれを切らすアスカ。いやーな予感がする……。



「ごめん、遅くなって」

「…………………………」

　予感的中、シンジと綾波さんは一緒に来た。

「なんで、あんたたちが一緒にくるのよ」

　ご機嫌ナナメのアスカ。と、私。

「綾波が浴衣の着方分からないって言うからさ、リツコさんに聞きに行ったんだよ」

「ふーん、それでアンタが着せてあげたわけ？」

「そ、そんなわけないだろっ。からかわないでよ、もう」

　リツコさん……、少し意外。なんだかリツコさんって怖そうな印象のある人だけど。

　それに、かつてネルフで一緒に働いた仲とはいえ、現在、綾波さんとどういう接点があるのかもよく分からない。

「まあ、まあ、いいじゃない、アスカ。さ、屋台を見て回ろうよ」

　ヒカリちゃんは、形ばかり取りなすと、人混みに消えていった。ははーん、鈴原君ね。

　結局、シンジとアスカと綾波さん、そして私の４人で夜店を回った。

　アスカがぐいぐいシンジを引っ張っていってしまうので、自然、私と綾波さんが一緒になる。

「その浴衣、素敵ね」

「……ありがとう。あなたのも素敵だわ」

「あの、少し息苦しそうだけど大丈夫？」

「ええ、人混みが苦手なの。ごめんなさい、ちょっとあっちで休んでくるわ」

　と言って、人気のない方へずんずん行ってしまう。

「待ってよ、綾波さん」

　心配になってついて行く。ガラの悪い人にからまれたらどうするつもり？



「少し帯をゆるめたらどうかな」

　綾波さんがあまり苦しそうなので、少しだけ帯をゆるめてあげる。

　思えば私もいらぬ世話をしてしまったものだわ……。

　突然、雷鳴がとどろき、にわか雨が降り出した。それはもう土砂降り。

　キャー、ワーとみんな軒下や木陰に走る。中には傘を差す用意のいい人もいる。

　わたしも急いで木の枝の生い茂っているところを見つけ、その下に入ったのであまり濡れずにすんだ。

　と、綾波さんの方を振り返ると、びしょ濡れになっている。要領の悪い子……。

　雨はあっというまに止み、人々は何事もなかったかのように歩き出す。

「すごい雨だったね。マナ、綾波、濡れなかった？」

　間の悪いことに、シンジが私達を心配してこっちへやってくる。

「………………！」

　綾波さんを間近で見て、急に黙り込むシンジ。薄暗いけど赤くなっているのが分かる。

　綾波さんは……濡れそぼり、浴衣の裾をしどけなく乱れさせている。

　もう、色っぽいにも程があるよ、綾波さん。そんなの反則!!

　案の定、シンジは彼女を気遣い、もう帰ろうと言い出した。

　仕方がない。帰るとしますか。

　アスカは家に帰って床につくまでずーっとぶーたれていた。

　私はもっと重症で、すっかり凹んでしまった。



夏月Σ日

　綾波さんは、あんなに濡れて風邪をひかなかったかな。つい心配になって電話してみる。

「……はい、綾波です」

「えっと、霧島です。綾波さん、もしかして具合悪い？」

「ええ。ちょっと。でも大丈夫……」

　弱々しい声。言葉とは逆に、本当に具合悪そう。

「待ってて。すぐ行くから」

「…………………………」

　彼女は、別段断る様子もない。

「じゃ、着くまで寝てて。ね」

　私はそう言って電話を切ると、綾波さんのマンションへ向かった。

　途中で氷嚢と風邪薬を買う。場所は、昨日送っていったので分かっている。



「入るわよ」

　鍵を開けておいてくれたようなので勝手に入った。

　部屋の様子に愕然とする。

　打ちっ放しのコンクリートの壁、汚れた床、粗末なベッド。

　とても失礼だけど、殺風景としか言いようがない。

「大丈夫？」

　おそるおそる声をかけながら、洗面台でタオルを濡らし、絞る。

　彼女はベッドの上で苦しそうな息をしていた。

　タオルで顔を拭いてあげる。そして、冷蔵庫から氷を出し、氷嚢に入れて綾波さんに手渡す。

「それで、額や腋の下を冷やしてね」

「ありがとう…………」

「それじゃ、お粥作るから、お米ある？」

「うちにはお米も鍋も炊飯器もないわ」

「困ったな……。じゃ、コンビニで買ってくるわ。なにがいい？」

「アイスクリーム……」

「オッケー。じゃアイスクリームとインスタントのリゾットを買ってくるね」

「…………」

　………

　……

　…


　戻ってきて、アイスクリームを一緒に食べ、薬と水を枕元に置いてあげた。

　さて、そろそろ帰ろう。

「リゾットはチンして食べてね。お薬、ここに置いておくからね」

「ええ…………」

「それじゃ、お大事にね」

　そう言って玄関を出ながら、思い出した。

　シンジもこの部屋に来たことがあるらしく、殺風景なので驚いたと聞いたことがあるのを。

　そのときは、シンジが綾波さんの話をするだけで腹が立ってきてよく聞いてなかったけど。

　乙女の部屋がこれじゃあんまりよね。今度、お花でも持ってきて飾ってあげよう。



夏月Τ日

　シンジとアスカがなにやら言い合っている。

「ね、決まり。ちゃんとお父さんにミサトんちに泊まるって言っておきなさいよ」

「もう、勝手に決めないでよ」

「せっかく呼んでやってるんだから、黙って来りゃいいのよ」

「なんだよ、それ……。なんでだよぅ」

「だから、久しぶりにあんたの手料理が食べたくなったって言ってるでしょ。ペンペンもあんたに会いたがってるわよ」

　なるほど。シンジに泊まりに来いって言ってるのね。アスカ、ナイス！　と心の中で叫ぶ。

　それにしても、ペンペンまでダシにつかうとは。

「いいわね。明日は夕食を作りにくること。以上、決まり」

「しょうがないなぁ」

　いつものように、シンジが折れる。ちょっと頼りない………。

　でも、やっぱりシンジが来てくれると思うとうれしい。思わずニヤついていると、"Der Wëlfel ist gefallen."アスカがドイツ語でなにやら呟くのが聞こえた。



夏月翌日

「オーッス、シンちゃん、ひさしぶり」

　約束どおり、シンジが来て夕食を作ってくれた。いつぞやの思い出料理、ギョーザ。

　ミサトさんと私、そしてアスカで大喜びして食べる。

　夜。みんなで花火を見に行く。シンジ、私、アスカ、そしてもちろん綾波さんも。

　アスカが行楽を計画するときは必ず綾波さんも呼ぶことに決めているようだ。

　たぶん、抜け駆けしたと思われたくないからかな。

　あるいは綾波さんに勝つ絶対の自信があるのかもしれない。

　いずれにしても、プライドの高いアスカらしい。

　でも、私だって負けるわけにはいかないんだから。

　この前買った浴衣を着ていく。着付けは、本を買ってきてアスカと猛練習の末、マスターした。



　川縁の土手に左からアスカ、シンジ、私、綾波さんの順で陣取る。ようし、シンジの隣ゲット。

　綾波さんごめんね、と右の方を向いた途端、パッと煌めく花火の光に彼女の顔が照らされる。

　あまりの美しさに、思わず息を呑んでしまった。

　そして、またもやちょっぴり落ち込む。彼女は神々しいまでに「美しい」のに比べて、私はどんなに頑張ってもせいぜい「かわいい」のレベルだもんね。

「どうしたの、霧島さん」

「えっ？」

「なんだか元気がないみたい。大丈夫？」

「ううん、なんでもないの。心配してくれてありがと」

「………………………」

「………………………」


　しばしの沈黙。


「あなた、ギョーザ食べたでしょ」

「えっ？　うん。食べたけど。分かる？」

「ええ。……ふふっ」

　綾波さんがなんとも言えない表情で微笑む。

「もうっ、いじわる」

「この前はありがとう」

「えっと、なんだっけ？」

「看病しに来てくれて」

「ああ、あれね。どういたしまして」


　……綾波さんの美貌はちょっと罪作りだけど、綾波さん本人には罪はないんだよね。

　私は妙に納得した。



　綾波さんとは途中でお別れ。シンジは今晩うちに泊まるわけだから、当然一緒に帰宅する。

　帰ってくるなり、アスカが、

「汗かいちゃった。お風呂入りたーい」

　とのたまう。

「どうぞ。でも、こういうときは殿方から先に入れるものよ」

　とミサトさん。シンジが先に入ることになった。

　アスカは日本の馬鹿馬鹿しい風習とかなんとかぶつぶつ言っている。

　ところが、シンジは風呂場へ行ったかと思ったらすぐに戻ってきた。


「お風呂、水じゃないですか」

「あ、ごめーん。沸かすの忘れてた」

「そ、それに……」

「それに？」

「いや、なんでもないです……」

　シンジ、顔が赤い。


「あ、ごめーん。あたし達の下着も干しっぱなしだったわ」

　ミサトさんが悪びれずに言う。


「大中小のブラが並んでるの見て興奮してたんだ。いやらし〜」

　アスカがからかう。

　もうシンジったら、大中小のブラが並んでるのを見て……

　って、「小」が私？　…………orz.



不月吉日

　今日も街に繰り出してショッピングやら、食事やら。

　ただし、綾波さんは「暑い」と言って来なかったので、私とアスカとシンジの三人のみ。

　交差点で信号待ちしていると、突然となりのシンジがガクガクと震えだした。

　何!?　日射病？

　数秒後、何と、アスカまで慄然として道路の向こうを見ている。

　二人ともどうしちゃったの？

　信号が青になるやいなやシンジは飛び出していき、向こう側の歩道にいる男の子に大声で呼びかけた。

「カヲル君!!」

「誰だい？　 君は」

　カヲルと呼ばれた少年は青い髪に赤い瞳（近寄ってみると分かった）、そう、綾波さんと似た風貌だった。

　ただ、綾波さんに比べてなにか冷たい感じがする。私にはそう見えた。

「僕のことを忘れたの？　シンジだよ。碇シンジだよ！」

　シンジの顔がひどく青ざめている。

「あんた、シンジに殺されたんじゃなかったの」

　アスカがギクリとするようなことを言う。

「ああ。ごめんよ。覚えていないんだ。僕は二人目だから」


　シンジの目に衝撃が走る。


「なにわけわかんないこと言ってんのよ！」

「いや、アスカ。いいんだ」

　シンジは、今にもカヲルという人につかみかかりそうなアスカを腕で制し、

「ごめん、アスカ、マナ。僕は気分が悪くなったんで帰るよ」

　と、片手で頭を抱えながら言った。

「あんた、大丈夫？」

「ああ」

　そして、気がつくと、そのカヲルという人もどこかへ行ってしまった。



不月快日

　珍しい人が訪ねてきた。赤木リツコ博士だ。

「久しぶりね、ミサト」

「夕ご飯食べていくでしょ、リツコ」

　ミサトさんはもう平常に戻っている。もっとも、外見だけかもしれないけど。

「ええ、よばれていくわ」

「じゃ、買い出しにいってくる。ここで、この子たちと待ってて」

　ミサトさんはそう言うと、カチャカチャと車のキーを回した。


「あたしも、一緒に行くわ」

　アスカもついて行くと言う。もしかすると、ミサトさんがいない場所で、リツコさんと長時間一緒にいるのが気詰まりなのかもしれない。

　しばし、リビングでリツコさんと二人きり。

　私はふと思い出して聞いてみた。

「あの、デア　ベルフェル　イスト　ゲファーレンってどういう意味ですか？」

「あら、マナちゃん。難しいこと聞くわね。"Der Wëlfel ist gefallen." は英語に直訳すると "The cube is thrown." よ」

「すみません。突然変なこと聞いて。前にアスカが言ってたものだから……ザ　キューブ　イズ　スローン……、賽は投げられた、ですか？」

「そういうことね。参考になったかしら？」

「は、はい。ありがとうございます」

　たしか、アスカがこう言ったのはシンジに泊まりに来るように誘った時だった。

　私は、アスカに対する醜い感情が芽生えたような気がして、必死にそれを打ち消そうとした。



不月安日

　最近、気が滅入ることばかりでいけない。

　私は、気分直しに初めてシンジの家に遊びに行くことにした。

　（前にも書いたけど、シンジは今、ミサトさんの家を出てお父さんと暮らしている）

「どうぞ」

　シンジが照れながら迎えてくれる。

「おじゃましまーす」

　ミサトさんのマンションより立派かも。ミサトさん、車貧乏だからね。

「今、お茶淹れるから」

「あっ、おかまいなくー」

　ままごとのように応対する私たち。

「お父さんは、今日、いないんだよね？」

「うん」

「二人きりだね、私たち」

「うん。…………そうだね」

「シンジの部屋見せて」

「い、いいよ。散らかってるけど……」



　私はシンジの部屋に入るなり、机の上に置いてあるペンダントを見つけた。

　これは初めて会った頃、私があげたペンダントだ。

「まだ、持っててくれたんだ、うれしい」

「実は、あのとき…………」

　あのとき？

　私はフラッシュバックのようにムサシが私を守って死んだことを思い出した。

「マナが、そ、その……死んだと思っちゃって……これ、芦ノ湖の畔に埋めに行ったんだけど……マナが生きてると分かって、もう一度掘り返しに行ったんだ」

　うれしくて、涙が出そうになる。

「…………埋めた場所探すの大変だったでしょ」

「うん。でもマナからもらった大切なものだからね」

「うれしい、シンジ。ありがとう」

　そう言って、彼の胸に顔をうずめた。

　彼は、いったん強く抱きしめた後、私の頬に手を添え、顔を引き寄せて優しくキスしてくれた。

　幸福感に浸る。

　しかし、アスカのことを思い出し、少し胸がチクリとした。



戦月争日その１

　抜け駆けみたいなことをしてしまって、ちょっと反省。でも、後悔はしていない。

　恋の戦いには仁義はないんだもんね。

　いつものメンバーで新熱海海岸に海水浴に来ている。

　私の水着はオレンジ無地のホルターネックワンピース。アスカは赤いビキニ。

　綾波さんは白のワンピース。シンジは……、シンジの水着はどうでもいいよね。

　ヒカリちゃんも誘ったんだけど、来なかった。

　アスカの話では鈴原君とデートらしい。うぐ……。

　そのかわり、今日はミサトさんが一緒。ただし、トシを考えて水着はやめとくって。まさか、太ったのかな？　そうは見えないけど。

　こうして、私たちは少しだけ開放的な気分で砂浜へと駆けだした。

　その時だった…………



　突如、新熱海海岸に轟音が響き渡る!!

「何事!?」

　焼きイカを取り落として叫ぶアスカ。

　あちこちで悲鳴があがり、海水浴客たちが散り散りに逃げていく。

　この独特の作動音は、まさか…………

　激しく波を涌きたてながら、水中から巨大な物体がせり出してくる。

　なんと、それは、私も昔乗っていたトライデント、戦自の陸上軽巡洋艦だった。

　なぜ？　今、ここで？

　やがて耳をつんざく轟音が止むと、ハッチが開き、パイロットが降りてきた。

　彼は…………。

　彼は、そう、あまり親しくはなかったけど確かに見覚えがある。

　パイロット候補生時代の戦友だ。

「マナ!!」

　そのパイロットは私の名前を呼んで、そして、砂浜に倒れ込んだ。

　急いで駆け寄って、かかえ起こす。ひどい怪我をしている。

「しっかり！」

「マナ、モニターに君の姿が映ったので浮上したんだ」

「ごめんなさい。あなたの名前を思い出せないの」

「いいんだ。聞いてくれ、マナ」



　彼の話はこうだった。

　戦自の一部が軍事クーデターを起こそうとしたのだ。

　反乱軍はエヴァ初号機及び、弐号機を駆り、まずは現状でエヴァに対抗しうる唯一の兵器であるトライデントをすべて破壊せんと部隊を急襲。

　仲間はほとんどやられたが、彼だけがかろうじて逃げてきたのだという。

「でも、エヴァは……チルドレンにしか動かせないのよ？　いったい、どうやって？」

　私が尋ねると、

「ダミープラグね」

　ミサトさんが口を挟んだ。

「詳しいことは分からない……ただ、二機のエヴァンゲリオンが動いているのははっきりと見た」

　そのパイロットは苦しそうに言った。

「マナ、連中を止めてくれ。もう、君だけしか残っていない……」

　それだけ語って、彼は気を失ってしまった。

　ミサトさんは車から持ってきた携帯無線機でしきりにどこかと通信している。

「やはり、ゼーレのダミーシステムは破壊されずに戦自に引き継がれていたのね」

「畜生、胸クソわるい！」

「ええ、渚カヲルが再び現れたときに全てに気がつくべきだった」

「彼らはどこかの工場でまだ作り続けているのよ。魂のない肉体を」



戦月争日その２

　数時間後。

　反乱軍のエヴァ２機は、いまや首都となった第三新東京市に迫っている。

　要求が通らない場合には住民の巻き添えも厭わないという。

　政府はJA改というロボットで対抗しようとしたが、ほとんど足止めにもならなかったらしい。

　私は、命を弄び、命を踏みにじる反乱軍、そして戦自そのものへの怒りが心の底からこみあげてきた。

「私、行きます」

「だめだ！」

　私に飛びかかってでも止めようとするシンジの手をかわし、トライデントのハッチへと走る。

「マナ、行っちゃだめだ！　だめだぁぁっ!!」

　ミサトさんに腕を引っ張られ、私を追ってこれないシンジは狂ったように叫んでいる。

　ダミープラグのせいで鈴原君を危険な目に遭わせた記憶がそうさせているのだろう。

　ごめん、シンジ。


　私は、コックピットに滑り込むと、全ジェットノズルを作動させ機体を浮上させた。

　ノズルを徐々に水平にして飛行モードに移行すると、全速で第三新東京市を目指す。

　震動は相変わらずで、内臓すべてを揺さぶられるようでとても気持ち悪い。

「マナちゃん、聞こえる？」

　ミサトさんの声だ。

「はい、聞こえます」

「目標現在位置はN035° 14’　E139° 01’よ」

「了解。目標現在位置N035° 14’　E139° 01’予想会敵時刻は06分03秒後です」

「了解。目標を視認したら必ず弐号機、赤い方ね、のケーブルが繋がったビルを破壊して」

「了解。弐号機の電源ビルを第一ターゲットに設定します」

「それからね、弐号機自体には目もくれずに周囲の電源ビルを全て破壊していくの」

「わかりました。外部電源を断って、活動停止に持ち込むんですね」

「そうよ。で、問題は初号機。コイツはS2機関を搭載してて活動限界がないから、トライデントで停止させるのは不可能よ。今、対策を審議中だから、ちょっち待っててね」

「了解。弐号機撃破に専念します」



　………

　……

　…

　あっという間に目標を視認できる距離まで到達した。

　作戦どおり、電源ビルをミサイルでロックオンし、破壊していく。

　周囲の全ての電源ビルを破壊し、しばらく遠巻きにしていると弐号機は停止した。

「ナイス、マナちゃん。ま、所詮、なーんにも考えてないダミープラグだからねー」

　ミサトさんは何故、戦いの最中にこんなに明るいんだろう。

　そっか、私を勇気づけるために決まってるよね…………。

「弐号機活動停止。初号機撃破に向かいます」

「待って、マナちゃん！　初号機はムリよ！」

　ミサトさんが叫ぶ。

　しかし、初号機はもはやほとんど暴走状態で、第三新東京市を手当たり次第に破壊している。なんとかして、止めないと。

「マナ、連中を止めてくれ。もう、君だけしか残っていない……」

　今も昏睡しているであろう先程の少年の顔が脳裏に浮かぶ。

　私はポジトロン砲にエネルギーを充填する赤いスイッチの蓋を開け、押した。

「命令よ！　攻撃を中止しなさい！」

　コックピットにミサトさんの声が響き渡る。

　ブゥーンと音を立てて砲身が青く光り出す。オレンジ色の光がゲージを登っていき、数秒後、発射可能のインジケーターが点灯した。

「発射！」

　トリガを引く。

　青い光線がエヴァ初号機へと伸び、一瞬の閃光の後、轟音が鳴り響いた。



　濛々と立ちのぼる爆煙が消え去ると…………。

　そこには、全く損傷を受けていない初号機の姿があった！

「ぐおぉぉぉォォーーーーーー」

　雄叫びを上げなら初号機がこっちへ向かって来る。逃げ切れない。

　死んだ。

　そう思った刹那、赤い巨人が私の前に立ちはだかり、ガキィーンと金属音をたてて初号機を受け止めた。

「遅くなってゴメン、マナ」

　…アス…カ………？

「よっしゃー、間に合ったー！」

　無線機から再びミサトさんの声。

「説明してる暇はないわ。アスカ、初号機のATフィールド中和を開始して！」

「了解！　まかせといてっ！」

　アスカの弐号機は初号機の前で分厚いビニールを引き裂くような動作をしている。

「マナ、ポジトロン砲のエネルギー再充填急いで！」

　と、アスカ。

「いい、マナちゃん。初号機胸部中央を狙い撃ちするのよ！」

「了解！」

　ブゥーン。再び青い光が集まり出す。

　アスカの弐号機が初号機に組みついてなんとか押さえてはいるが、

　長くは持ちそうにない。

「マナ！　まだなの!?」

　アスカの焦る声が聞こえてくる。

「エネルギー充填完了！」

「今よ！」

「発射!!」

　青い光芒は、今度は初号機の胸を貫き、遙か彼方まで伸びていった。

「やった！　胸部装甲板を貫通したわ！」

　ミサトさんが歓喜の声を上げる。

「コア破壊を確認。初号機、完全に沈黙しました」

　ミサトさん以外のオペレーターの声まで聞こえてくる。一体どういうこと？



戦月争日その３

「マナちゃん、アスカ。おつかれさま」

「マナちゃん、びっくりしたでしょう。あのね、今、旧ネルフの発令所からなんだけどね」

　へ？　ネルフってなくなったんじゃなかったっけ？

　指定された駐機スペースへと飛行しながら聞かされた話はおよそ次の通り。

　政府の要請でジオフロントに結集した旧ネルフスタッフが弐号機を一旦回収し、アスカが搭乗して電源を再接続、出撃したのだった。

　エヴァを失った反乱軍は包囲され、全員投降。意外に少人数だった模様。

　とにかく、任務は無事果たせた……ということかな？

　肩の荷が降りて安心すると、私の困った体質が戻ってきた。そう、乗り物酔い！

「うっぷ…………」

「大丈夫？　マナちゃん」

「気持ち悪いです。吐きそう…………」

「あちゃー。でも、もう任務完了したし、別にゲロっちゃってOKよ？どばぁーっていっちゃいなさい、どばぁーって」

　無責任なことを言うミサトさん。

　駐機スペースに到着し、なんとか機体を停止させると、駆け寄ってくる人影が見える。

　シンジだ！

　シンジは外からハッチを開け、グロッキーになった私を抱き上げ、機体からおろしてくれた。

　これが、お姫様抱っこというやつね！　天にも舞昇るような気持ち……。

「よくやったね、やっぱりマナは凄いや」

　シンジがそう言うのを聞いたアスカはなにか言いたそうだったが、ぐっと飲み込んだようだ。

「見事な射撃だったわ。エヴァのコア、一発でバラバラになっちゃったもんね」

　ミサトさんも褒めてくれた。



「初号機のコアには母さんの魂が入ってたんですよね……」

　ふとシンジがそう呟くと、ミサトさんがしまったという顔になる。

「そうだったわね。ごめんなさい、無神経なこと言って」

「いいんです。気にしないでください」

「ねぇ、どういうことコアに魂って？」

　気になって尋ねる。

「エヴァにはね、人の魂が埋め込まれてるんだって。それでエヴァは動けるんだってさ。で、初号機の魂は僕の母さんのものだった」

「それじゃ、私はあなたのお母さんの魂を破壊してしまったの？」

　わたし、なんてことを…………。

　身体が震える。

「そうかもしれない。でも、いいんだ。母さんは、僕の心の中にいる。僕には初号機のコアなんかよりマナの方がずっと大事だ」

　シンジ…………。

　このとき、自分がどんなにこの人が好きか、はっきりと分かった。

　私、やっぱりシンジが好き。もう迷わない。

　私は、私を見つめるシンジを、晴れ晴れとした顔で見つめ返した。




第四部

災月厄日

　今日は一人でショッピング♪

　今まで、居候の身で贅沢は敵とばかりに服や身の回りの品は最低限に抑えてきたけど、若い娘があんまり同じ格好でいるもんじゃない、と、ミサトさんが特別にお小遣いをくれたので。

　アスカは金欠でパス、綾波さんは夏バテでだるいのでパスだって。

　シンジは……、女の買い物に付き合わされるのは苦痛だろうから誘わなかった。

　商業地区に到着。

　さっそく着飾ったマヌカンたちを見て回る。

　……けど、あまり気に入るのがないし、気に入ったのは高いし。うーむ。

　行ったり来たりしているうちに時間ばかり過ぎていく。

　とはいえ、わざわざお小遣いをくれたミサトさんの手前、義理にも何か買って帰らないわけにはいかない。

　結局、いまいちパッとしない服を一着だけ買って、帰りの電車に乗るころには日もすっかり暮れていた。とほほ。



　ちょうどラッシュアワーに重なったこともあって、かなり混んでいる。

　買い物に行って値段が高いからって気に入ったものが買えないなんて、すっかり貧乏性が身についちゃったよ。

　しょんぼりとして吊革につかまっていると、腋の下に妙な違和感が。

「ん？」

　そうかと思うと今度はおっぱいをむにゅっと揉みあげるような感触……

「☆△○■◎★?!」

　次の瞬間、私の後頭部が痴漢の鼻っ柱を強打していた。

「ふごっ?!」

　間髪入れずに男のみぞおち目がけて肘鉄を喰らわせ、流れるような連続技でまだ私の胸の上にある男の手をつかむと、薬指を関節とは逆の方向に思いっきり曲げてやった。

「うぎゃーーー!!」

　そして、振り返りざまに金的を一発お見舞いする……のがセオリーなんだけど、ちょっと場所が狭いので無理みたい。

　戦自仕込みの護身術をたっぷり味わった痴漢は、鼻血を出しながら悶絶している。

　ああ、怖かった。もう一人で電車に乗るのはイヤだなぁ。


夏月風日

「ねえ、ねえ、依然強い勢力を保ったまま、伊豆諸島・青ヶ島付近を北上中なんだって！」

　お昼からずっと、アスカはテレビにかじりついて、私たちに刻一刻と台風情報を教えてくれている。

「中心付近の気圧は942ヘクト・パスカル、最大風速は40メートルだってよ！」

「中心から半径300キロ以内では風速25メートル以上の強い風が吹いてるって」

「うひゃー、大島じゃ現在までの雨量が 400mm 超えたって」

「うーん、台風から湿った空気が流れ込んで前線が活発になってるのよねぇ♪」

　顔を見合わせる私とミサトさん、とペンペン。

「ねぇ、アスカ、もしかして台風が珍しくて興奮してるの？」

「バ、バカねぇ、そんなわけないでしょ。このあたしがたかが台風ごときで」

　ちょっと赤面するアスカ。図星みたい。

「ま、無理もないわ。ドイツには台風なんて来ないもんね」

「そ、そうなのよ。だから、アジアモンスーン気候の脅威がどれほどのものかちょっと見てやろうってわけ」

「モンスーンっつっても、今じゃ常夏だけどね」

　………

　……

　…


　宵の間。

　もの凄い雨・風が吹き荒れる。とうとう新熱海に上陸しちゃったみたい。

　テレビの画面では真っ直ぐ箱根の方角へ向かっている。やばい、直撃コース？

　ヒューッ…ガタッガタッ、ガタン、ゴンッ！

「Oh mein Gott! なに?!　今のゴンッって音は？」

　怯えるアスカ。

「ああ、どっかの看板が剥がれて飛んできたんでしょ。よくあることよ」

　ミサトさんがこともなげに言う。

「よくあるって……。ったく、近所迷惑もいいとこだわ」



　突然、真っ暗になった。

「えっ、何？　何？」

「あー、停電ね。ま、仕方ないわね。使徒に壊されまくったもんだから、第三新東京市の送電システムはボロボロなのよ」

「ったく。基礎的なインフラさえいまだ復興できてないなんて、この国の社会施策プライオリティはどうなってるのかしら」

　って、アスカ？

　口ではキツいこと言いながら私にしがみついてくるのはなぜ？　怖いの？

　ヒューッ…ガタッガタッ…ビュォォーー……

　依然、風雨の声はものすごい。

　一瞬、辺りが青白く光ったかと思うと、バリバリバリッと雷鳴が轟く。

　"Oh, es läßt mein Haar stehen am Ende...."

　アスカはずっと私に抱きついている。カワイイ……♥って、あれ？　ミサトさん？

「いやぁ、あたしも暗いのちょっと苦手でさ……」

　ミサトさんまで私の腕にしがみつく。

　何なの、この人たち……。

　漸く明かりがついたのは夜も半ば過ぎた頃だった。

　まったく、あぶなく何かに目覚めてしまうところだったよ。



晩月夏日

「"Kannst du erraten, was ich essen will?"（今、あたし、何が食べたいと思う？）」

　アスカが唐突にドイツ語でなにやら問いかけてくる。

「……バ、バウムクーヘン？」

「"Genau!"（その通り！）」

　私のドイツ語通じたみたい。

「さ、作りましょ」

「えっ？　何を？」

「バウムクーヘンに決まってるでしょ」

「バウムクーヘンって買ってくるものじゃないの？　お家で作れるの？」

「大丈夫、半筒形なら簡単らしいわ」

「らしいわ、って、作ったことないの？」

「ないわよ。だから挑戦するんじゃない」

　と、私に泡立て器を手渡すアスカ。

「まずはボールにバターと砂糖を入れて白っぽくなるまでかき混ぜる」

「卵黄を１個ずつ入れて丁寧に混ぜていく」

「卵白に粉砂糖を混ぜてツノが立つくらいに泡立てる」

「薄力粉とさっきのやつを半量加えて、さらに混ぜる……」

　ちょっと、アスカ、全部私にやらせてるじゃない……。

「型にバターを塗り、タネを薄く流し込む、と」

「熱したオーブンに入れて、焼き色がついたらまたタネを流し込む」

「焼いては流し、流しては焼き……層を作っていく。もう、メンドクサイわねっ」

　面倒なのは私だよ……。

　最後に湯煎で溶かしたチョコレートを塗っていく。



「できたっ！」

　切ってみると、ちゃんと層になってる。しっかりバウムクーヘンだ。半筒形だけど。

「あーら、美味しそうじゃない」

　さっそく一口つまむミサトさん。

「うん、おいしい」

「本当？　よーし、全部切り分けちゃおう」

　アスカは、できたてのバウムクーヘンに包丁を入れてキレイに切り分けると、三切れづつ二つのお皿に取ってラップをかけた。

「これはシンジとファーストにおすそ分け」

「えらいっ、アスカ。シンちゃんはともかく、レイにもちゃんとあげるなんて、友達思いだね〜」

「なに言ってんのよ。いつもわびしくカップラーメンかなんか啜ってるアイツに家庭の味ってやつを見せつけて自慢してやるのよ」

　例によって、とっても天の邪鬼な反応を示すアスカ。

　まぁ、お菓子作りの腕前を自慢するつもりなのは、あながち嘘じゃないみたいだけど。

「家庭の味か……」

　ミサトさんがポツリと呟く。

「…………やぁねぇ、なぁにしんみりしちゃってるのよ。ささ、お茶淹れて、バウムクーヘン食べましょう。そだ、あたしはブランデーでいただこうっと」

　急に多弁になるミサトさん。

「うん、おいしいじゃない」

「おいしいね」

　口々にそう言い合ってバウムクーヘンを頬張る。

　家庭。

　家族の集うところ。

　そう、私たちは本当の家族ではないけれど、私たちを結びつける絆は本物。

　私は、なぜ私がシンジばかりでなく、アスカやミサトさん、そして綾波さんに強く惹かれるのか分かった気がした。

　孤独という共通項が私たちを結びつけ、お互いをかけがえのないものにする。そうに違いないわ。



貧月乳日

　夏休みも、残り少なくなってきた。

　今日はお花を買って綾波さん宅に遊びに行こうと思う。

　たぶん、花瓶もないだろうから一緒に買っておいた方がいいよね。

　乙女の部屋があんな殺風景じゃあんまりだもの。とりあえず電話してみる。

「もしもし、綾波さん？　あの……、突然電話してごめんね。今から遊びに行っていいかな？」

「………ええ。いらっしゃい」

　彼女は少し驚いた風だったけど、来ていいと言ってくれた。

「じゃ、行くね。待っててね」

　道すがら、綾波さんとどんな話をしようかと考えながら歩く。

　彼女と二人きりになると、いつも、何を話せばいいのか分からなくなるから。

　うーん、学校の勉強の話をしようかな？

　いや、そんなことは話したくないよね、お互い。

　じゃ、シンジのこと………。

　ううん、まだ綾波さんとシンジのことを落ち着いて話す自信ない。

　色々考えているうちに、お花屋さんまで来てしまった。

　さて、どのお花にしようかな。

　そうだ、カンパニュラがいいわ。

　それから、花瓶と。

　お財布と相談して小さな磁器製の花瓶を2000円で買う。

　さあ、準備ＯＫ。



　結局、綾波さんのマンションに着くまで、話題を一つも思いつかなかった。

　ええい、なるようになる、よね。

　ちょっと緊張しながら呼び鈴を押す。

「いらっしゃい……」

　綾波さんはすぐに出てきて中に迎え入れてくれた。

「おみやげよ」

　カンパニュラの花束と花瓶を見せる。

「……ありがとう」

　やっぱり、驚いてるみたい。ちょっと唐突すぎるもんね。

「どこに飾ろうか？」

　花瓶に水を入れながら尋ねる。

「……それじゃ、この棚にお願い」

　そう言いながら棚の上の本を片付けてスペースを作る綾波さん。

「うん、じゃ、ここに置くね」

「……………………」

「……………………」

　お花を飾り終えると、気まずい沈黙が訪れた。

　さて、と。

「あのね、えと……、どうやったら綾波さんみたいにバストが大きくなるのかな」

「えっ？」

「あの、いや……私、なに言ってんだろ。ごめんなさい……」

「……………………」

「……………………」

「胸だけを温めるといいらしいわ」

　綾波さんは、急にポツリとそう言った。

「本当？　綾波さん、やってるの？」

「わたしはやったことないけど、そう聞いたことあるから……」

「わかった。やってみるよ。ありがとう」



　家に帰り着くなり、今日仕入れた耳寄り情報をアスカに教えてあげる。

「聞いて、アスカ。胸だけを温めると大きくなるんだって！」

「はぁ？」

　怪訝そうな、アスカ。

「誰から聞いたの？　そんな話」

「綾波さん」

「へ？　ファーストがそう言ったの？」

　一瞬ポカンとした顔をしたアスカは、クスクスと笑い出した。

「それは以前、あたしがシンジをからかって言った冗談よ。暖めて大きくなるわけないじゃない」

「えぇ〜、そうなの？　せっかくいいこと聞いたと思ったのに」

「いやぁ、笑わせてくれるわ。アレ、ファーストも聞いてたのね。しかも、マナに受け売りするなんて。くくく……」

　おかしくてたまらないという表情のアスカ。

「あんた、胸が小さいのそんなに気にしてたの？」

　図星をつかれて、ちょっとグサッとくる。

「そんなことないよーだ。アスカのいじわる」

　あ〜あ、明日は携帯用カイロを買い占めに行こうと思ったのに。

　むぅ、アスカめ。自分がガセネタの情報源のクセして、あんなに笑うことないじゃない。

　ちょっと、傷ついちゃったよ……。



食月欲日

『…今日は、二十四節季の一つ、処暑。暦の上ではもうすっかり秋です……』

「うーん、食欲の秋ってか♪」

　チリソーセージを肴にビールジョッキを傾けながら、テレビにあいづちをうつミサトさん。

　セカンドインパクト以後に生まれた私には、「秋」がどんなものかはピンと来ないけど。

　前々から不思議に思っていることが一つ。

　ミサトさんっていつもジャンクフードばっかり食べてるのに、なんであんなにスタイルいいのかな？

　それはそうと、困るのはつい私もつられてパクパクとタコ焼きだのたい焼きだのを食べてしまうこと。

　と言うわけで、私の体重はまたもや少しヤバめ……。

　ダイエットしなきゃ。

　ようしっ、今日からご飯はお茶碗に半分！

　おやつは一切なし！

　まずは、この辺から始めてみようっと。



始月業日

　色々なことがあった夏休みも終わり、学校が始まった。

　今日は始業式なので午前中だけ。

　放課後、鈴原君や相田君を中心に、シンジやアスカ、それに綾波さんまでが一緒になってなにやら相談している。

　私も急いで輪に加わった。

「……と、いうわけさ。みんなでその廃坑を探検してみないか？」

　どうやら、相田君がどこかを探検しようと提案しているらしい。

「パス、服が汚れちゃうわ」

　アスカが、開口一番に拒否する。

「ワイも反対や。迷ったらシャレにならんで」

「やめとこうよ」

　鈴原君やシンジも反対みたい。

「そんなことして、何が楽しいの？」

　意外にキツい綾波さん……。

　相田君、さんざんな言われようだね。

　なんだかよく分からないけど、探検の話はボツになったみたい。



家月事日

　アスカは、シンジと二人のときは家事全般をろくにやらず、全部シンジに押しつけてたらしい。

　だけど、私と暮らすようになってからはそんなことは一切なく、きちんと自分の分担をこなしてくれる。

　もしかすると、我がままを言うのはアスカの愛情表現なのかも。

　そう言う意味では、私には我がままを言ってくれないのは少し寂しい。

　ところで、残念なお知らせ。

　私はまた、ダイエットに挫折してしまった。

　うぅ、一週間ぶりのたい焼き、おいしぃ………。

　とほほ。



温月泉日

　週末を利用して温泉に行くことになった。と言っても手近な箱根湯本温泉。

　一緒に行くのは、ミサトさんとリツコさん、アスカと綾波さんと私、シンジとお父さん、そして、誰だか知らないお爺さん、それから、ペンペン。

　旧ネルフ御一行様って感じ。

　二台の車に分乗して旅館に到着。

　みんな浴衣に着替えるとさっそくお風呂に向かう。

「しっかし、夕食もまだなのにもうお風呂入るわけ？」

　アスカが不思議そうに言う。

「うむ、宿に着いたらまず一風呂。そして宴会が済んだら一風呂。寝る前にまた一風呂。朝起きたら一風呂。それが日本の温泉だ」

　白髪のお爺さんが横から答える。

「へーぇ、ずいぶん風呂好きなんですね、日本人は」

　苦笑するアスカ。

　いや、いくらなんでもそこまでお風呂好きなのはお年寄りだけだよ……。



　大きな岩に囲まれた湯船は、まん中で男湯と女湯に仕切られている。

「あれ？　ペンペンは？」

「アイツはオスだから男湯よ」

「へー、そうなんだ」

「ってか、ペンギンって温泉に入れて大丈夫？」

「なにしろ、新種の温泉ペンギンだからねー。温泉大好きなのよ」

「クェー、クク、クヮーッ」

　噂をすれば影、男湯の方からペンペンの嬉しそうな声が聞こえる。

「温泉、水滑ラカニシテ、凝脂ヲ洗フ。分かるか、碇。白楽天の……」

　あのお爺さんも上機嫌みたい。

「レイもこっちの方に来なさい」

「いえ……」

　綾波さんは湯船の隅っこの方に一人でつかっている。

「ほら、ミサト、見なさい、アスカとマナちゃんのお肌。うらやましいわ、若さって……」

　はは……、始まっちゃったよ、リツコさんの愚痴……。

「リツコさんのお肌も綺麗じゃないですか」

「そう？　ありがと。お世辞でも嬉しいわ」

　しばらくゆったりとお湯につかっていると、本当に身も心も洗われる気がする。

　ところで、ここのお湯、銃創にも効くのかな？

　ときどき、古傷が痛むのよね。

　って、私、年寄りくさいかしら。



苦月悩日

　先日の温泉旅行って、そもそも誰が企画したんだろう。

　それに、MAGENの同僚であるシンジのお父さんとリツコさんは分かるけど、ミサトさんや私たちまで一緒に誘われるのもどうも解せない。

　あ、そっか。ミサトさんってシンジのお父さんの元愛人なんだっけ。

　っていうか、もしまだ二人が繋がってるとすると、ミサトさんが私のお義母さんになるのかな？

　うーん、私としては不満はないけど、ミサトさん、初婚で後妻に入るってのはどうかなぁ。

　あれこれ考えていると、ちょっと知恵熱が出てきた。

　ふとアスカの方を見ると、彼女もなにか考え中のようだ。

「アスカ、どうしたの？　なにか考え事？」

「うん、ちょっとね」

「話してみて。相談に乗るよ」

「えっとさ、マナって戦略自衛隊にいたのよね？」

「う、うん……そうだけど」

「実は、あたし、戦自にさそわれてるんだ」

「……アスカが？」

　戦自に強い不信感を持つ私は、直感的にやめた方がいいと思った。

「……戦自で何をするの？」

「筑波の研究所でね、弐号機のテストパイロット」

「そっか……。で、どうするの？」

「乗りたい気持ちはあるわ。でもまだ迷ってる」

　アスカがエヴァのパイロットであることをすごく誇りに思ってたことはよく知っているけど……、対使徒戦ではなく軍事用にエヴァが使われることを考えると、素直に賛成できない。

　結局、私は何一つアドバイスできなかった。



接月吻日

　私のシンジへの想いは日々深まってくる。

　最初はスパイするために近づいた罪悪感の反動だったかもしれない。

　でも、今ははっきり言える。私はシンジが好き。


　放課後。

「今日もいい天気だね」

「そうだね」

　最近、私とシンジはよく二人で屋上にいる。

　そういえば、初めて会った頃、ここであのペンダントをシンジにあげたんだっけ。

　あれから色んなことがあった。

　そして、彼は今でもペンダントを大事にしてくれている。

「シンジ……」

　私は甘えるように彼にもたれかかった。

　彼はいつだったかと同じように優しく私を抱き寄せ、そしてキス……

「あーら、仲のおよろしいことで」

　急に背後からアスカの声が。……見てたの？

「やれやれ、日本では珍しい人前キスですか。お熱いわね〜」

「だって、誰もいないと思って」

「ごめんなさい、アスカ……」

　思わず口から出た言葉が"ごめんなさい"だった。

　アスカの顔から笑いの表情が消える。

「なんであんたが謝るの？」

「だって、アスカの気持ち知ってて、私………」



「うぬぼれるんじゃないわよっ!!」

　アスカは私の頬を平手で強く叩いた。

「アスカ！」

　シンジが厳しく咎めるような口調でアスカの名を呼ぶ。

「ふん。あんたたちがどうなろうと、あたしの知ったことじゃないわ」

　そう言って踵を返すと、去っていくアスカ。

　私はただ、呆然と腫れた頬に手を当てていた。

「アスカ！　マナに謝まりなよ」

　シンジはアスカを追いかけていく。

　私は一人、屋上に取り残された。

　数分後。

「アスカ……シンジ……アスカ……」

　とりとめもなく思いを巡らしながらぼんやり遠くの山を眺めていると、背後に人の気配を感じた。

「シンジ？」



　振り返ると、鈴原君だった。

「悪いと思うたけど、今の、見とったで」

「そう、なんだ……。私、どうすればいいのかな」

「……迷うことあらへん。シンジが好きならシンジのことだけ見てたらいいんや。惣流に遠慮して身を引いたりしたら一生後悔するで」

「うん」

「それにな、そないなことになったら、惣流かて不本意な筈や」

「………………」

「なんや。どないしてん？」

「……鈴原君がそんなこと言うの少し意外だったから」

「ああ。ガラにもないこと言うてもうたわ」

「ありがと……」

　私は、少し涙ぐみながらお礼を言った。

「罪なやっちゃ……」

　去り際に鈴原君がそう呟くのが聞こえた。



暗月雲日

　ニュースによると、先のクーデターにショックを受けた政府は、反乱軍と関わりのあった戦自幹部を洗い出し、全て更迭するとともに、改正法案を国会に提出し、シビリアンコントロールを強化しようとしている。

　ここから先は私の想像だけど、危機感を強めた戦自が切り札として使おうとしているのが、アスカの乗るエヴァンゲリオン弐号機ではないだろうか。

　この仮説を補強する材料として、最近、戦自研がついに弐号機へのS2機関搭載に成功したことが挙げられる。

　本来は最重要機密の筈だけど、先日、温泉でリツコさんが教えてくれた。

　MAGENと戦自研とは多くの技術者を交換しているので、そういう情報も入ってくるらしい。

　（彼女は純粋に技術的に興味があるだけ、と言っていた）ミサトさんの話では、半永久的に活動でき、しかも通常兵器によって破壊不可能なエヴァンゲリオンは、世界のパワーバランスを崩しつつあるという。



「あたし、筑波の戦自研に行くことにするわ」

　そんな中、ついにアスカは戦自のテストパイロットの件を受けることを決めた。

「ミサト、マナ。今までお世話になったわね。さようなら」

「向こうで部屋借りるんなら、保証人とかいるんじゃないの？」

「大丈夫。しばらくは宿舎に入るから。身一つで来いって言われてるの」

「アスカ……、本当に行っちゃうの？」

　私は、アスカと別れるのが悲しいのはもちろんだけど、アスカが、人を殺すための「兵器」となったエヴァに乗ることにも違和感がある。

「もう決めたの。あたしの荷物は処分してちょうだい。それじゃ、飛行機に遅れるから」

　こうして、私たちの共同生活は、あっけなく終わりを告げた。



相月克日

　今や、世界に暗雲がたれこめている。

　アメリカ・中国の連合軍は、

「日本は現存する唯一のエヴァンゲリオンを保有し、世界征服を企んでいる」

　との主張を始めたらしい。

　ミサトさんは国連軍事参謀委員会に出席するためニューヨークへ飛んだ。

　（国連安保理の常任理事国である日本は国連軍事参謀委員会に代表を送っており、ミサトさんはその副官だ。現在、国連本部は日本に置かれているが、軍事参謀委員会はニューヨークで開かれる。日本の軍事力突出に対する国際社会の目は厳しく、委員会では四面楚歌だという）

　せっかく、使徒という人類の敵が消えたというのに、今度は人間同士が争い始めるなんて……。

　しかも、その争いの種がアスカの乗る弐号機だと思うと、胸が張り裂けそうになる。

　あれから、３ヶ月。アスカは一通の手紙も電話もくれない。

　大人に囲まれ、エヴァンゲリオンの部品の一つとなることを求められる生活。

　今のアスカが幸せな筈がないと思う。

　それだけじゃない。

　ニュースは連日、エヴァンゲリオンが国際危機の原因となっていることを伝えている。

　もしかするとアスカの身が危ないのではないか、そう考えると、いてもたってもいられなくなる。



恐月怖日

　エヴァを巡る国際情勢は混迷の度合いを深めている。

　アメリカ・中国を主体とする国連軍は、日本に対して、国連の査察のもとでのエヴァンゲリオン破棄を要求してきたという。

「例の査察、日本は拒否するらしいぜ」

　緊張の面持ちで相田君が言う。

「米・中連合軍はニューギニアのジャヤブラ湾に集結、戦自と一触即発のにらみ合いだ。戦自がエヴァンゲリオンを使うのも時間の問題かもな」

「そんな……それじゃ…アスカは………」

　思わず絶句してしまった。

「ごめん。霧島は心配だよな、惣流のこと。でも、大丈夫さ。N2爆雷だろうと、ポジトロンライフルだろうとエヴァを破壊することはできないんだ。エヴァの中は世界一安全と言ってもいいくらいだよ」

「そうだよね。それに、アスカは強いもんね」

　私は、そう言って調子を合わせた。

　でも、対テロ戦術を長年学ばされた私には分かる。

　本当に怖いのは暗殺……。

　じとり、と、嫌な汗が背中をつたった。



開月戦日

　私は今、戦自の巡洋艦に乗っている。

　米・中連合軍はマリアナ諸島グアムの戦自基地を攻撃、一方、戦自の太平洋艦隊はニューギニアに向けて既に出撃したという。

　ミサトさんはニューヨークで拘束されてしまった。

　そして、私にはまたしても戦自から出頭命令が来た。

　戦自はエヴァンゲリオンを使ってニューギニアに集結している米・中連合軍を叩き、一挙に戦局を有利に展開する計画だが、作戦の要であるエヴァンゲリオン弐号機のパイロット、つまり、アスカが、頑なに命令を拒否しているそうだ。

　そこで、アスカに最も親しいとされる私が説得を命じられ、冒頭に述べたように巡洋艦に乗って、先発した太平洋艦隊を追いかけているというわけ。

　実は、私はアスカにエヴァで米・中軍と戦うように説得するつもりはまったくない。

　ただ、もう一度アスカに会う、その為だけに戦自の命令に従っているフリをしている。

　あんな風に、気まずく別れたままってのがすごくイヤだったから……。



　一昼夜が過ぎ、太平洋艦隊に追いついた。アスカの居る護衛艦へと乗り移る。

　アスカの部屋の前には憲兵が二人、立哨していた。

「久しぶり……だね」

「久しぶりね、マナ。何しに来たの？」

「戦うように説得しろって言われて……。でも、そんなことどうでもいいよ。本当は、アスカの顔が見たくて来たの」

「どうでもいい、って、この部屋は盗聴されてるのよ。嘘でも説得するフリくらいしないと、あんたの立場が悪くなるわよ。ま、いいわ。みんなどうしてる？　ミサトは？」

「ミサトさんは、アメリカで拘束されたって」

「ふーん。あの人も色々大変ね」

「ねえ、アスカ……、あの……」

「なによ？」

「戦うのを拒否してる理由って、アスカがアメリカ国籍だからなの？」

「そんなの関係ないわよ。あたしはエヴァに乗れりゃなんだっていいの。でも、弱いものイジメはまっぴらよ」

「弱いものイジメ？」

「そ。エヴァで軍艦だの戦車だのをやっつけるのって弱いものイジメでしょ。そういうの、性に合わないの」

「そっか、アスカらしいね」


　それからしばらく雑談した。

　アスカが意外にも屈託のない様子だったので、少し安心。

　でも、一番言いたかったシンジとのことは結局言えずじまいだった。



戦月禍日

　私の耳にも次々と戦況が伝わってくる。

　核弾頭を搭載した米・中のミサイルが日本各地に多数飛来し、甚大な被害を受けたらしい。

「エヴァを悪用し暴走する戦自から、日本国民を守る」という、米・中の主張に完全に矛盾する無差別殺戮に怒りがこみ上げる。

　もっとも、名分に欠けるのは戦自も同じ。

　そもそも、エヴァ保有に固執したことが戦争の原因なんだから。

　戦自も報復として、米・中の各都市に向けてミサイルを発射したそうだ。

　一体、何千万、いや何億の人命が失われたのだろう。

　背筋が冷たくなる。

　そして、一つの悪魔的な考えが脳裏に浮かんだ。

　誰かが、アスカを殺してしまえば、この悲劇は終わるのではないか、と。

　私は、自己嫌悪の余り吐き気を催した。


　午後。

　今日も、アスカと私は艦橋に呼び出された。

「惣流君。今までとは状況が変わった。先刻帰投した偵察機が、敵のエヴァンゲリオンを撮影したのだ」

「敵の？　弐号機のほかにも残っているエヴァがあるんですか？」

「これがその写真だ。偵察衛星からの映像も敵エヴァンゲリオンの存在を裏付けている」

「エヴァシリーズ！」

　写真を見たアスカは言った。

「なるほど、面白くなってきたわ。相手にとって不足はない、ってわけね。分かりました、提督。命令があり次第、出撃します」


「おお、やってくれるか。頼んだぞ、惣流君」

　老将は威厳を保ちつつそう言った。が、その目には明らかに安堵の色が浮かんでいた。



戦月闘日

　艦内に警報が鳴り響く。

　何と敵エヴァンゲリオン10機以上がこちらへ向かっているらしい。

　とうとう、アスカが出撃することになった。

「パイロットと弐号機、接続を開始」

「パルス及びハーモニクス正常」

「中枢神経素子に異常なし」

「発進準備完了！」

　ネルフの発令所とそっくりの艦橋にオペレータ達の声が響く。

　私は、ただ見守ることしかできない……。

　約１時間後。

「敵エヴァンゲリオンを肉眼で確認！」

　アスカの声が聞こえてきた。

「何度見ても虫酸が走るブッサイクな連中ね。あたしが引導を渡してやるわ！」



　艦橋に戦闘の様子が映し出される。

　戦場は、ここから数十キロ離れた珊瑚礁で、エヴァの巨体から見れば「浅瀬」と言っていいようなところだ。

　弐号機の動きは明らかに敵のそれを上回っている。

　しかし、敵の量産機は数で勝る上に、前に見たときよりも性能が向上しているようだ。

「くっ、頭からっぽの量産機のクセに……ちょっとは学んでるみたいね」

　モニターの一つにアスカの苦しそうな顔が映る。

「シンクロ率低下！」

「敵機影、更に３体増えました！」

　苦渋に満ちたオペレータ達の声からも状況が我々に不利なことが分かる。

　そして、ついに量産機の１機が弐号機を羽交い締めのようにして捕らえた。

　他の量産機がわらわらとやってきて、剣とも槍ともつかない武器を構える。

「もはやこれまで、か……」

　アスカの諦めの言葉が聞こえてきた。

　そんな………!!

　アスカが絶体絶命となったそのとき、突如として巨大な怪鳥の如き輸送機の影が私たちの艦を覆った。



　私の目の前で理解を超えた光景が繰り広げられる。

　何と、綾波さんの零号機とシンジの初号機が加勢に来たのだ。

　３機が力を合わせて、みるみる間に敵の量産機を撃破していく。

「提督、赤木リツコ博士から通信が入っています」

「繋げ」

「博士、今降下してきた２機は一体なんだね？」

「MAGENで再生した零号機と初号機です」

「再生？　そんなことが可能だとは聞いてないが」

「いいえ、理論的可能性は以前から指摘されてましたわ。今回は、胚性幹細胞に零号機・初号機の肉片から採取した体細胞の核を移植し、それを分化させることで、再生しました。初号機はコアが破壊されていたために少々手間取りましたが……」

「……技術的解説は結構。それでは、敵のエヴァンゲリオンも同じようにして再生されたものなのかね？」

「おそらく」

「分かった。協力に感謝する」

　通信が終わる頃には、敵の量産機は全て殲滅されていた。

　意気揚がる艦内。水兵達は飛び上がって喜んでいる。

　しかし………。



「アスカ、相談があるんだ」

　モニターからシンジの声が聞こえてくる。

「わたしの零号機と碇君の初号機にはN2爆雷が搭載されているわ」

　今度は綾波さんの声。

「エヴァのせいで何億もの人たちが死んだ……」

「もう使徒はいないのに、いいえ、使徒がいなくなったからこそ、人はエヴァを巡って争い続ける」

「エヴァなんてものがこの世にあってはいけないんだ！」

「そして、わたしたちチルドレンも」

「三人で自爆しよう、アスカ」

「呪われた運命を断ち切りましょう」

　シンジ、綾波さん、あなたたち、なんてことを言うの………。

「なるほどね。実はあたしも思ってたんだ。あたしさえいなくなれば戦争は終わるんじゃないの？　ってね。いいわ。あんたたちと一緒に死んであげる」

　アスカ!!

「でも、その前に…………」



「マナ、聞こえる？」

「ええ、聞こえるわ。だめっ、アスカ、シンジ、綾波さん！　自爆なんて絶対だめ!!」

「いいから聞いて、マナ。……あのときはごめんなさい」

「あのとき？」

「屋上でのアレよ。あたし、どうかしてた」

「いいの。とにかく自爆なんてやめて！　すぐにエヴァから降りて！」

「あなたと一緒に暮らせて楽しかった。あたしたち本当の友達、いいえ、家族よ。ね、そうでしょ？」

「……うん……私たち………家族…………」

　あとは言葉にならなかった。

「よかった。家族ができて」

「いいわよ」

「いきましょう」

「うん」

　３機のエヴァが肩を組んだかと思うと、次の瞬間、正面スクリーンの映像が途絶えた。

「いやあぁぁぁぁっっ!!」

　私は声の限りに叫んだ。



絶月望日

　艦が日本へ向かう間、私は抜け殻のように自室のベッドの上で丸くなっていた。

　三人が望んだ通り、戦争は終結へと導かれた。

　互いに切り札を失った戦自と米・中連合軍は停戦に合意し、それぞれ停戦ラインまで撤退を始めた。

　ミサトさんは拘束を解かれ、一足先に日本へ帰り着いたらしい。

　しかし、全てが遠い宇宙の出来事のように感じる。

　唯一心の中を占めているのは、あんなに簡単に死を選んだ三人への怒りにも似た感情。

　シンジは最後まで私に声をかけてくれなかった………。

　フラフラと甲板に出てみる。波が高い。落ちたら助からないだろう。

　絶望、それは死に至る病。

　このまま身を投げてしまおうか？

　何度もそう思ったけど、結局できなかった。



帰月郷日

　私の抜け殻が日本に戻ってきた。

　日本のあちこちが焼け野原になったと聞いたけど、第三新東京市及び幾つかの主要都市だけは、鉄壁の迎撃ミサイルシステムのお陰でほぼ無傷だ。

　ミサトさん宅までの道のりで何度もため息をついては立ち止まり、ようやく帰り着いたのは、日もすっかり暮れた頃だった。

　玄関の明かりがついている。

　ミサトさんはもう帰ってきてるみたい。

「ただいま……」

「お帰りなさい」

　私を迎える明るい声。玄関にはたくさんの靴。

　そこにはなんと、ミサトさんだけでなくシンジ、アスカ、綾波さん、そして、リツコさんまでが居た!!

「みんな……………!?」




　あの自爆の映像は合成で、あらかじめ作られたものだった。

　ただし、エヴァ３機が全て破壊されたのは本当。

「びっくりしたわよ。いよいよと思って目をつぶったのに、全然爆発しないしさ。で、恐る恐る目を開けたらエントリープラグが強制排出されちゃって」

　つまり、映像が砂嵐になった時点ではまだ爆発していなくて、数分後、脱出完了してから爆発したのだった。

　映像は時間表示を細工して世界に発表され、厭戦ムードを作り出すのに一役かった。

　特にアスカの最後の言葉は世界中の人々の紅涙を絞ったという。

　こうして、世界にエヴァとチルドレンは永久に失われたと思わせ、エヴァを巡る争いに終止符を打とうとしたわけ。

　筋書きを書いたのはシンジのお父さん。

　そして、リツコさんやマヤさんがその意に従って動いていたらしい。

「黙ってて本当にごめん」

「ひどいよ、シンジ………ひどいよ…………」

　言葉で表しようのない熱いものがこみ上げて来る。

「シンジ君とレイを責めないであげて。味方をも欺くのが作戦の中核だったの」

「そうよ、マナ。それに、あたしなんかすっかり死ぬと思いこまされて、こっぱずかしいこと口走っちゃってさぁ。もう、いい面の皮よ。それに比べたらあんたなんかまだマシよ」

　私たちは、泣きながら抱き合った。

　今後、シンジ・アスカ・綾波さんの三人は名前を変えて別々の街に移り住むという。

「仕方ないのよ。世界中で死んだと思われちゃってるもんね」



旅月立日

　あれから一週間。

「本当にごめんなさい」

　今日も国連ビル内で開かれる会議に出席しないといけないミサトさんは、三人の見送りができないことを残念がっていた。

「シンジ君、アスカ、レイ。笑顔でお別れしましょう。さようなら」



　第三新東京国際空港の国内ターミナル。

　三人はそれぞれの街へ向かって出発する。

「さようなら。碇君、アスカ、霧島さん。あなたたちのことは忘れないわ」

「さようなら、レイ」

　アスカはこのとき、初めて綾波さんを名前で呼んだ。

「さようなら、綾波さん……」

「綾波……。さようなら、元気で……」

　綾波さんは微笑みを浮かべ、そして、搭乗口へ消えていった。

「僕も、ここで……」

「…さようなら、シンジ……」

　覚えず涙が頬をつたう。

「なに、メソメソしてんのよ、あんたたち。シンジ、レイを見習いなさい。アイツはもうとっくに行っちゃったわよ」

　何とか笑顔を作ろうとしているのに、次から次へと涙があふれ出てしまう。

「うん、さようなら、マナ。さようなら、アスカ」

　そう言って私たちに背を向け歩き出すシンジ。

「あたしは、国際ターミナルだから見送りはいいわ」

　私の泣き笑いの表情をしげしげと見つめながら、アスカが言った。



「そんな……最後まで見送らせてよ」

「あんたはシンジを追いかけなさい」

「えっ？」

「だ・か・ら、シンジを追いかけて捕まえなさいってば。そして、捕まえたら首根っこに齧り付いて離さないことね」

「でも、私……航空券も持ってないし」

「飛行機がダメなら電車でもなんでも使って二人で駆け落ちすればいいじゃない！今を逃したら、永遠に会えなくなるのよ」

「う、うん。そうだよね。ありがとう！　アスカ。さようなら！」

　両手でアスカの手を握りしめ、感謝と別れの言葉を口にすると、即座に走り出す私。

「シンジ!!」

　あたりかまわず大声で叫ぶ。

「マナ!!」

　私は、驚いて振り返った彼の胸に飛び込んでいった。

第四部　完





霧島マナの日記

（http://www4.ocn.ne.jp/~adrienne/）


第一部：作　匿名希望

第二部〜第四部： 作　Adrienne ◆HI8ebVe8lo


cover.jpeg





